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ii研究ノート ii

調{事野君神話的覇壊(1)

現代中間紛争処J聖子絞手11mの変化が意昧手るもの

二五

はしがき

抗 1章人民調停σ市:1長';01'1"事uの泣浸
1， itlcl前の人民調停司区

2. G，lJ，[，-!邑目:J

3 品リ年全「吋

，1 ノj、 f円

治2童 人J主調作と裁rJの利用心世代
1 人え調停市:]!支，j刈IJJ+j.']).:、ι疋の変化

I，~ i 町停委員会、同委員、利吊社数C)変化

12" 紛争傾~~~.J日 11 の手IJ 出生イ七

2 民事訴訟ω.F'}肘;ん'):の変化
(ム l 疋予言トlご;利'IJ指1半をその常化

11.1 数出引の利JIj変化

13i 氏自信 審終日の処理対巣の変化

3 人;ス調停 ζKt ，，"訟の1)t~三分担の担1

I，_~ ') r出1fTキ;…の利用イ¥れの変化
I?" 紛争類也、ごとの1")子読の干IJjJ'泣イl:

4 役引けれの変斗にういη のうil汗

I ~'，婚舵幼争

(2) 不足。 (~~j紛争

I，:;i イ責務i1l 

lイl が結紛争

1tfト

5 ノト 折 (，:(1、本旨、

第:~ -y~ 人~ミ河町ぢ長1立の!日iE 〉立て trrL の W;J ~き
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"町 1<j'，!~-f ~，州詰の }jl:l~主 1

はしがき

1 人ょ-'C，州停はなぜ千IJ!fされなくなったか

2 人え利作削l支のけj竺

3 嗣1;f¥t改}f.;:i.:' ，~'J ずる批判日l~rif1~

4，設近の出U6

ノi、;円

五わりに

1 まとめ

2 今後の諜起

近午、汁本では、かうて， {'主化 J 社会内構築に「有宇 i とまでしイフ札口イこ

裁判外紛争処坪手紘一0'-tI-l 計制j~ ?れて"'ゐ 裁判外紛争吃】時子付は、民:T.k&}争処

理，'1占極的;主役割を肢としうるとして、欧米:ieV)ADRC"¥.ll、r1l日l川DlヰL:k

R出。1ut りlli グ)，朝 ;]I'I)田で、ホンティマな促7もかり出I1支的に再構法Lよ".レ t' 

う試み~川、られゐ~うになコた九

中市人民 ;';811:司でも人~~凶作三乙咋ばれる裁判によ九ない紛争手続が存イ了し

民事見{.~Ii 土りもむしろこちらの )J がヰミ JlJ な f'6'字解決ルードとして機能してき

と:.かし、 i主町、かかる Il'ドの場事う:， ~tý ~_ 、中国ではこれい正iJすζかのごζ

うな JV象が見.，れ乙 c つまり 9\)~1 代に人 i} 、~司王紛--:;:込{tt;.:.エ人民調停泊、ら我山

へとシ-;:---~る守方きが見られるようになっにいる υ? なわち令後述するよう h

たとえば、:J本の最近までの裁'Il!外l<!;':fl処理杭に対dる計，析について、 l 主

的(1ッイ闘いずとしては 「令間的存11Tf カら~;bt=[')、 ~)jíï I京 :JJH i-t2， ~il 令経亡lF;fijl

日民的手当佐川肯定論 ' と、徐々にEfHE明が変わってきている」といわれているに

111'1'成町JiJ見↑tF会ど故半iJj ¥1;/、文骨、 199(-1)同頁。

人又調停tワ I~、話は[人~前日午]?あゐ， L 占 L 、主化判|究にお\，\"じはしへ~説併;

を人民刈停と詩(するのフ〉、完了\I ，~(こ去っていゐため、本相でもそれに住 λ。'1'1'.10)

[訊fJPはヨ本の言副作とは 二ユアンスが異なるとし、あえてl単語々伎うi!t究戸

もいゐ(肖見洋陰「現代中|士の紛争と ~-t:._l 束ボ大手ニ山 ItTZ~}、 1998i 自民、--，-

tIIJJ:河中河:おける公安機関(ぷるや、ヘ間紛争Uj!存伏----)J ~)、予論工 l河

四人宇 (1999〆 {;Dぞき 5 号、 162只本稿では、 ~r.~'~1 をおく?千九があゐ場台、

;;t，~-n を[ Jに人れて自己ヲる」また、ヌ'J川:)'，[~土特に~tþ;己がな t， ，1浪没者にぷるコ

二日誌57(2<)33)84三 ~lS2J 



研市ノ

紛争当宇首;主、 J~')， ~リと比較しT 、むしろ人民l出j押を凶践して、裁、ゃをより j 立すみ

n~:. 不 :II:J-I るようになってし￥るのであふ l 

人民，kJi子が flJ尽されな/なる状況の '1' で、長前人民法 ~f~ (段尚武半I;p}y) は可

法肝釈により詩 .f，~協議に必約?しての効力を ~，Eめ、人民間停出Ij皮禾]貯に H-~ 効の

'1' 断別、 対ニnT杭を経た品~; l岳協点書に仇打力を付与した (2002~) c また、

人叉調停ふ指与しどミピd辻、口付、l人民羽停古勤に閉する:1':IJ) ':2lili2年;

存公布し、これまで綱領ひ~-cあ J 主人民苅千'!'， i>況担するうttが許訓になり、告:1

間'トイ本の「規詫イしへの占:ir]転換が凶られた J

本mずは、今凶グ)市j出立小の内容を約五ーし、 l立小が行われた!刷、氏担よぴ河lし、

イ~{*ることや課題とする一課胞に取，)込む前に、王ず つの子情ゲJな作業存[了

う必要がある 1思われる tなわに、ヘR~同f7:('-:勺し!と :'1:-これまでの#JI:Uよは

とのよ λなものであったのか、包Jこ1れLまで一のJぺ〉手利Uノ上財Hρη，'が貯

fた二クのJ寺か、¥、 一¥で(":y夕あ3ノゐふ ニの つグの〉F問門許釈iに 〉刊しド'1阿烹と E 本に主おヨれ~，，-(し、吋寸ずd札 iも〉こt】

巳まで主主苧くの刊|手E百荷主が山公れており、 T可干7ぴF刈ヰ恥，z1.り}と(げT論じることは注弘4上主恒4を主梨

Tこ

E拾企士クの).t川Jリ:に~iは三プ主rJにこムιρl:， t'山ような不λ込己な， ，バ;し〆ド付品内が存イ杓1し、改めて幹叫して議

花する立要性があると目、われる A

/むの附也について、中|五では、 1 ;)なり ηものが嗣I!芝円相!t.解説と成功例，

ヲミ了立与の紹介{多 J はす"談.1..1 -c'あり、 1ms:}年代中期以降には、烈nl'lJ!Jつな研究

が1 われるようになったとはいえ、をれも山口Îi と |π!終に l 人民 ~fJ幅約烹を 4子 )ifj

トの研究対象と jる以苛に、本l会秩1-2';のために市U慢を浸透三せる干と をti ~:~ 

lしているとわれている可 制度に汁するttt判的な明党が汗われていなし r

人民間作山j肢が好ま 1l/1史われ、き丈 j証左Jいっし、了、王に中国への「和を貴ぶ l

l'見性ベ)r ~f;t訴 などの l丈Uii要|苅 Jがあげられているt きの根拠と Lし

" R:5正法伊! 百リ掲伊吹、川真
4たとえば、:円売ロ「八R羽市的説先 中キ人民民有l回I'h去が稲 中区I:J法行
政R'0**~~~i子号官民 11 (1[ IIÎ:_: :rJ~ 士大手同制打、 19921 lGω lG!j2_R 、 II 渓 ~;;D I : ~川

伝統法伴よと北南1坑{-Ul市il;it芯」 μ字詰汗1994丘 Iトviお()-84員、土人殺「干_10了、

白 rtJ 、坦九 ~jj~'1言及也:li.号羽i-¥:i}1罰的*'1思a;'J法子 99;J!;I'，2黙，16-/1自民、

|主l 山「詩人民羽信これ的;J、 :t'iう i立 fiH足元相対ざ的J~ü=j UJ ;以上論j宵;的5苧diJ

61 ----6~1 良、在需型J、「炉lゲl'与lJ!1~ ---再Lι~i主[j;:JC:コ的伝統似宗泣其載休 j 肘京仰

ったr子校{竹会科やitf.l 199E 守二 δ 則32-3~ 間 関 I， i~~サ I--~~'i ;jj宇烹訣 l 人大雨;'¥-:190i

Il:i当日7(三日E)只H



，町 1<j'，!~-f ~，州詰の }jl:l~主 1

人足，;?I停がJ:<刊日されて， ，るかニ、 '1'1'1人は l引を

)， rJ :.--カルな俳相、がなされているかし、そうとJちると Lても 人l\;~I~+字が

以削;ト、(正和IJJ1]されなくなっ Jfで:二、 '1'何人か訂と8::Xな¥なったのあろうかの

1 :々 、にお(j-{)人民調停:tl!肢の研究では、=区tl:i::il片-'-R-に注恒しつつ関係す

る条例守秘計~(?)日析を1'-1>と LたLI信行投夜による 運(7)研究が品{，'，行'.こ

の 述のけ究れよさな特恨と;二 I主化的公 ILlJ とは 淑やひ主、政法的な lL:

c:k ~;:'殺判所がィ、足していナこえが前件の積極山な利用の Jt同〉みて誌か進めて

いる口しかし、当該勺iJrtt!.三ついても、ヘ民嗣停協議内法的拘束力の有者唾や、中l

肢の ρ宇治(行政 ~!'J 7)ヘ 1:::iミ白むか)にとらわれす主たi、において、ズレた i設を

J荒いて"ミみではないかという社け11があゐ

とν、う十一0)1-:'、

年!l同::;~ -:j(;貝、厳俊 l 玲社治観念tlsノ寸~"t三 t:: 円，ll:i!:'Zj99S年3同幻 (;9貝、
帯主 fポ~~t)fれ「ヘ尚E町解約新発投 祈|培真1I人民剥荷g，fui]1丈的端研(t:ミ;11j J~ ifu E立

法粁If'持部学没学報i民)9i立つ黙に7---(-)('1頁、曾述所 前f宇民 口碩う以守

己主 y 善氏以前八L\~:o同祈制度 J Ijj.l人政法守主」幹部手配子収つゲ州主 l悶，白、

兵IJ浩 -J;~ I弐関市1群 e 訴訟 辺イ-IJ 七illl大字アtil(，1.:会科守'双)2日Jl守二九開]i'8-81

問、官主勝「人民問市制、刀 j，j 持 11す1\訓 ~()C:-ji:.二 14 d"i2:i-2ぺ良、議幹 充分Tl:防

へ足利解作用部ょ宣伝定相謁?十0-ぷr克Jqr同司iJ、2ωドlス自)(、 出子i、73L寺
Ml:鉾「人民荒肝出IJ投Uヲス上会主慌論j トJ市長楽川)日記1期間 お7買、な yーがあふu
k

この」うな l明lを貴ぶニ(，I'Jf'fが好まれj 茨r'!を{をわな1、I I つゾて、 (Rl兄
;事肝教J受(よ、.:I"tI，(こfふげにおいに数多くの紛争が裁手:]H，に持ち込まれて ν、る$-*:
少年げ、 I手|手宣ぶからJ主判iニない、ということは、なしミ」こJ出向したに高見
iyr.t:' Illrf9の汁会レ社、J();'iJf守隼仕 方ド絞雅f:-;;編)人間の'L、と法(白斐悶2U03)

24:.; ---2fil1雪、持:、「第三 f語教3和、何回は利を貴ぶか1，本稿では、「中国人
;z利をFtぶぴノ79hIそのために刈停カ hi主ρーるか j 乞いうつ主化的な附託lこまで
は涼人 i) な>""，.

江]中信行
l

ミ日穴中l百円ノ、lu阿佐校法 九山口~ 九五牛」都υ-k学法学

会雑誌~:lさク培(;州立) :，17 19ë1言、同「へI己;司下~7-'，t. ;;，~台十Jt(刀 HI主L; l't;，波市l主・

fwt中国第1干主〔計i史7可!点、 19烈); 280 在日虫、]riJ C中国における人R-~l~;;'苧判乏

のな基!'，: (1' J: ': '1 ， 1叫冗 11:~ilC号 U99G) i -U目、 Sll号]3-298，
I 誠 i~合 f~~:IJ) i，:t-、lI'j拘束ノjの有判や77'桁 .1:i~ :: :こすえ九人l\;清汁→ ::;J伐の変識を j!~;t通

拍口ゐ研究 f法の阿世J点ついて、鈴木民投授はJ:!、トのよう γm続可ゐ。 l こ

うLたー者択..~'つな〆ン:;;で中月μ、をもがめζ 介、初当ヒントの「れた:'Jt.を結

んでしまいはしな、叶\:èU治的」こいつも、調停長只~i!)設置そのものは

必要灼でおりたし、その出動にたし苫 1.--C (式日iJ.、行政官である司法3))時員が指骨

:IS4] 出おっμ5
 

fJ叩



研市ノ

，:~~;J")制度刷J出f伎の折移に l斗寸る 'H~目立')分析について、 '1'1 司人制究者による

先id冴究ごは、人民調停の糾1:1 件数が減少 L たという指摘はめるものd戸、~l.i'

']'1顎型別の A..l:¥!;c!;，'J停のflJ用状況の変化は'"されていない~これ、 ):'jして、[本

においご[工、ヘ民調停料問件数のデ タを挙げその去にについて簡単な分析を

fTった川ノしがあるにすぎなし作 J しかし、デ」タをお;"fl続出ごとに宇ん沼Lてい

なし川、利'ttが変化/乞京凶先考え令市ミ、三ip支'1寺YJiの民事おと判の利!:I件数と U)

.tHヒにおいて考古ミt-'(子っていなし点に小渦が筏LA

本絹i7)~豆1止であるつ00ヲ午己主君ιついては、改革が1;'われた前任仁、中匝マは

そのほ':，"0つ"J百またほl立小をめぐる詳悦に関〕 ζ多数の研究論立が公式tqt、

絞述するよっ(一、これ王で祁であゐ中火政市(宍主主党 が?了った改革や正問か

う否定 F る畏重な研 lL もあ之〕 1hd 川止いえ巳&，~~5~はた丈を 1討にうナ府せに

理論的拍象的論じて vミる円、上述した、心日去のこれまごのばれや①利用円殺

す タの分事t官民殺と l〆亡いない !_l におい、:王、~li.ßhJ:まやや :'，~-，: 1 市tーが~j ，こli

われて1 る住者受ける

日本では、";.'l'lの:':.1):'，につVぺ日1仁fコ↑ ;1J教段(:..，}:: ，-)亡 í-~jr松こ的介されている

21，::草を必'，~とした剖芝山 WJ制点についてはiノ!のようじj;qべて t '.6 ~人民話1叩

市1;1支は、 lそもそもは裁判部識の不足を椅う役割をぷめられといたのであるが、

現1r1よそうし P日での日以1:は Eしくなって:.'，ゐJ、まとポイヰ委員につぜとて、， ~û 

ιのU、京誠、口、伸一知誠の乏しさが、rI地終i:(:iiヒ:，I'，Jけて激しく変化L、新しい

イトえ Cいた また、 I1出慢の理念はどうあれ、当事主がそれを ζのように @ji¥1:

して\("，るかが主要で島る)天与言l:~I:: iJ、 L三式行)でさえ、 :~:I ~ド者は苅千子守立を ÞE

1 J しなければ合旬以いと規Tしごいと[----~:~条) 逆l民間拘束力、戸、てb、

~ '1，町内1:.1 ~::t多年に hたる懸案でめり、 ミバ寸らなか♀か強制干」には'~1l1J:でき

ないのがえl次とあるし中|可(こはそもそもわれわれが fメーーするようなハ ド

な法的ゴ旬以ノJなと存杭 なLミ鈴木古 J-i--! b，J法研究会めぐって IF+~士会王投法

の必至子一分岐ユ (子会÷誌i);.~冗千担割i\+け j; 日、出立 i己計、 199~ì 169頁

till愉 '"I.Ji訟程芹 (.-'¥;)}<i えHL!':中国人民人手I_U版社、 ?lii1?Jつ，1(-)民、手

術事 "I'i1，1的裁判 07)地I'xf-"l ~w~J と履出管理の決 I~I で ilIむ司法 i:Z<fr'， Ct'→斐問、

20(4) じ(j-lli貝ベ

い肖見ff信 下uJ討{七三、 39-/11只れ

"官ノ~:.日記 金権「人民羽小~:!:II民改革 U9不足ワ)メ思J6j、 J右論昌一 (2ω3j

号ι15----~I き去、 企γ

ノ'.i~: I 方式~8j 'I' イ jr;: [1現代'i1 1"一法、、成土手、 2U~}'li 103 -LWftっ

六tLに

II:i当日7(2'33¥1;只42



"町 1<j'，!~-f ~，州詰の }jl:l~主 1

法制度を '1 み問しごし、と， n 会の，-，かでの扮解決;こ、次れに H~'# をもたらす J

つにもなっといる これはいうまにもなく、決半1;が機能すれば調惇の必定

性がなくなるとし 1う、いわば「機倍イ全説」 lニVつ弘解であ令。しか ν、人民

調停":Ji芝町役割が「政判也織のィ、江を初"どけであったのかにつv、ては混同

が7主ゐニまた、示|停委員0)資1乏しこついての円仰はその通りであるが、 v かし、

後泌するょっ l二校に五X:tllや1;ljがì'，~ i)人民羽停刊)IJが町:I}，:.ごいる紛争転出もある

子め、「羽作1;:t.t の;)、昼、議‘[)、津別[~-哉7~f乏 L ぃ 人只羽作告IJ1_1J~ の限41」 いつ

凶式は紛争のそ目白によっては必ずしも止Lいとはtゐえないじ

本m(土、先 ff研究における r.~己の小j主ないしF打開J 、を拙い、日fÎ~-c;'ノj、したぷ

住存主]J止す/ひために、t¥1のl立で誌i也チ3住めて vミきないぺまず、人民高停制l主

制 i'，r~Jから ~-7IEJ の改.;までの、指:J肢を坑lf'9る条例 -J112を概観 L いハ何

が・三 λ変わった一々かを明不すφ また、その作長によって、人民調停とはこ

ういう申 y支むあ勺たのかを整坪 9る{市 章}。ついく"j日前年か句20U4年まで

の 19iド :~l(.おける人民荷停の利T:JfI数の類24別子 タやまとめ、(-(;)恋iじを示

T の;，~型が、 2 の将性向Ji目されなくな 2 止のか、あるいは上り利ノ閉される

ようになったのかを ~hフrする o inlし作業を、 1汁4引u時寺村芦苅目クの〉上民t事訴訟じの〉刈 t同司rが状;~、 f山況h兄"に二つ

L 

λた:0)古か〉をJζる L呆一}苧宇)んο 3 らコ20(ゆ02"(九Jê改1孜t革 σノ L中←什干牧~ ) なる、 --:-)O)~ごし-E' 条↑河など

の;人rt;:をfiisJし 何を、ドつ変えょっ LL ~(いるのつーをまとめ、攻ιのJ旦いを探

るにお一中

ト記の門業を過とて、少な{、とも 3さの つの山、を rl~ らがに j ることがと主

ると与えてい令。すなわ1、州市場経渋 1 じが込む中、昨~--~，で起きて，，'る紛争 d

休" の上う ;j~%2 f己があ}片手か、三:このよよな主化いおーして、給手"'l)~ 出駐の

江主~:-/!/:ji-とのような対p;をしようと Lているのかである上九

ノ、江主/、 I 11 ~ 11 f :1行.lJlj抱作11、1(14頁[主)'主主 :H'1，;1二]

弓田割引了丹ii、外国内i¥D !¥ :;111度を中区にWdfì~ 1___ 0ごがらも、人I氏乙詰誠;停U川;リJf浸芝

をlリl'i判4σのlAυRとI昨fぴ、 |い川l司'f:内j什4片ケ外トに手任を1日コしている lたとえ (ば工、 ?夜E百除h三斗H代-tl小|い'1川川似ゴ非ド
戸凶子訟判紛月庁Poi-伏，片λ会ペtド機を計巾l山;()完言勺交!浪i正:t:~寸ヂ乙勾f栂司毎<~引()()己年 1 片限月 7η7 とめ主¥;;，1頁司 または、 ドFanYU 

Dc円rC/ωοf

tれl、ο3川n;-;l "7 na別叩1η川1
続;に:よzる主紛tf}処1辺主とし込寸う l汁?諮イ壬tをもつ T而~では、 AIJRにちがいないf しかし、 人
;位。〉勃;ミヤイフ Aオロギー1:10救Lなとと t，，~)た Jx~'f i IJ'01i1. ;R)が→わめ L 濃く、lK:才l

~lS61 出
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第 1章 人民調停の昔話度的枠組の変遷

人民，kJi子制!立の原~が形成，'5 1.しにのは 19 '1 Q{:-'-1-¥:: ~j:I T'り辺氏時代i まごさか(/) 

ぽ〈》トされでいるぺその ':"i 林、担い手、手続 υ よ uc:矛L\í~ (-する紛争の記司な

とについては、上二期によ川 L変1lしているものの、 200:2 /rf 立革 j-;--lI~hオしるまで

の人民間停を Iミしあたりn.~のよ今な手続とおさえておべ 4なわち、」、品U¥
反政J討および末端人民口、院のf民事の F'C 、丈史的向 IfI紺 j語~-c jjω I'iR 〆Z:~H会、

村;ス全員会、または{f::主‘ ~I 常利f事装休えの内郁に設けらfL7こ人衆抱紘こし

ι(})人民訴H宇委員会がこれを i子し、法律。法ι1・iE!'J・R策・全会直徳;こ見

づいて、「事省双ijO)1':111.，，:8岨、ド等ジ〉原討!Ju'Yr、花、人lHに党ヰ 1〆た、人格柄、

財産;む栓利引j会会お上びその他の|→市牛j}1ご発止::l~ l紛争をW.l:JiEする干椛であるに

本 7 日立、主に人民荷停!日j度を規律するこ札まヴの各規定 条例に位向をあ

仁 e 以下の1:18;¥.:'人民調停制l支今野!介仁、そのJ企'J::IJ'01::.、深をみる，前iこ持

辺l'なし込しが放l6.i í がむIj j-~ した人民調停仁関する条例やîJl'，乙ヨ 連1]:iむの1954

tt l { の主ffjすのため烹読の強要もみられ e また時とし、へ氏の市~tl(ンス Tムとも

なる当該iljl;~_見:ム 1-'11 誌の多元利~， :-Jム辛]と異なるクコ1リティのJ走ltcJ や l当
事者の主体性」なとがJIられてt、る、 1:ポのAlJR潮流:.:::よ相宍次元が?てな〆 J

ιいる>，[J;tし山
斗 5毛-1ii授はか編irr'τfuiT机拠地法制rtJ 法伊11'1版品、 19fH)55.3J言。なお、辺
|ス U9::-Jl-4:.:1年なし:_4í' !f) 乙(立、 ;'f~ 2 次 :c] 共存~/~ が成ずし l、から、その破綻

まcのihj、+賞 k共監主;が絞;古 i心地域行三寸 {木1Mb上辺 鈴木tf-i，二見津信
， 
)見('，'い同首入門(涜 3m:;:]，布斐問、 2i)()l; 19 二OF!i
二非常利':"1手業体;止、 It;::語ごは[明菜単位J2. ~う ごとトイ仰な収入がな〈、

フt.;こ臼家からの経費によ Jハ、泊まれてし白石守業休を.Jh-g-'"たとえば、子枚、州
同などがこれにあたる

。常'lú 問中|当市町f制 r5L~ (主題出版社、 l日目1)102-10:3μ、千四川ギ口1].1叩掲

か日、 lt吋頁型1~Bす」J 紛争の花開 l主、橋柄本'j: . t土J:E. j無支.iH崎 i責務‘
'~日・ 1ニ池 土主1・::i字 本禾'1 永吉7 ・ ;1~;: 際j=i. . E~ 物の桜スおよびその他の"二

泊 f:j歪に|埼わる紛下、または野械な湯;77・山待，葺烹なとのjJ為により L背

起きわた母、争とあるとされるいY 恰・前局、よ(l~頁 L

角年以lメ (19，13ないしIj7--1i)-!1¥ とは、前 Z次回共fT作 0)波殺から中華人1"
i相伺のt':同まワの湾、ノ日民党が丘:記L日也J'誌をr口ずr 解投下更付期の仏のあれ
ノうヘコ Jj法制度~i .1-3おむい辺L{(f)延伝来院にあったと t寸 (張希岐(1!，続 ，"J1毛i'J:

H、i3:.i九九本稿の考市対象は、 I二J}1rえで戒すした幸'1:えを111/['，'こす ξつ

Il:i当日7(2'32S;品。
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'1":こ政務|沈{後の '1務|引か公布じた人民訓停ち民会引な羽織制見1(~~I 、 G'l

年 ;ffiRIJ といっ j 、 ~})1%9年に :U i't院が[A年通日:1'f点l1:lj市:]7仁した人民調停委員
会計保条例 (J:J.i行法、以上約九条例という

令国レベルの法規が最初v明正規π:をおL、々のは、日年;ii1J:1J-;::'あるが、その

主~ìë1:<::なりたのは、法ドド:i'こ各j旦[ィなし， ，群於1<が制定Lたん足利停にWIする

条勾H'Jhl友となとごある{以じまずこれらの各辺 l' 、町:-Hii~; の l長;，iーは どのぶ

うなl人jモチやも士、どの kうな経Eもが蓄積され、;:;，j牛j白日:jに至コ7のかlついて

整岐を試みる 18ーな五、その考察人J京;正、最も代表的だと}刀打;cるtべつかの

別iノJ2(二日jむとし cfiう"

建国官官の人民調停制度

19iiO午代、人民主制惇f;i!J慢は3ZIliおいて中区共μ 定士込める人宋路線引こ基く

ロlU、i'Ji; tf!}) (!) 前停に

，8第 1節ごは、あくまに54ft二品目;)~I) 形成ブ、口 J スを明らかにする二とを目的

lこし、いるため、，i_!~ バの司~;1，子市JI誌を刊現するよ 7在時;統的な;j'-析はf-jわない U

イ品売におνてヲ:Jt!する vミずれの条例J、!λノLも中|玉村父干千平院日、手相l究所精「人

民ポWf品、宇1選1;@ (fi:手 W~WI4反社、 1%()) レニ lr{j:;j\ (~れて\. "る 以十辺市内剥沖t

関する去〉ιをヲボーj/，;';t};;、特に;二百己がない京り、イメさに-ζ もの Fあふ、

J 具体此:こは、 ilJ烹1:"の ILU東省到すJ年委員三:;:~IT行羽織条例 (lfH 弓 ":-:1) J) I (以

下， III 点信条例としょ人 |μ] 、'"点者~i時工作折 ìJf:委員会問於民主1 字索以1 制

併的i邑Tt"民軍事索に必lする剥停の厳治主f了に関する通達、午代末明)， d:J， 、
山lι当面圭といぺ)、湖沼同の「jf力ii1Ti'ZIJ珂堺委民会也行1十Lj$t条河U9Hf::4)=nJ
k以人溺海じ五七条{;;:jという、)、百1";，1こ七{百J長辺ば (i) 百rftl-，jひゴ詞が哲jJ 

説法 11日↑2伴3行'J 日。ト、千千百北村条例亡し寸、千キ続安i:lfメの l背続攻J4

1-'\fJ 此村市i~ ~;;r工fl J: f刊 (H)42年 4 月)J 1以下、日空詰業:tn.1メヲ長例という 1、険甘

寧j?lL3. 0) I抗手中寧辺"J"刑事作品併条例 (1~)43 i.;二日 )j; J et!. I、以下宇寧辺|べ条

例 J いつ人同「限ttヰL.ìヨ汗政'ft問r、普及~~月号、松精判付、 J百一埋_~~BT指示C(調

停の肖及、判例グ】支)W，1fr:，語、の主主JI[fに!到する険|干辺伝政府指示、!日1/J1;: 61]) 

(以に 以::t寧.iJl:'>(::¥1'j、という l、採 lif:{C)I蘇'1'1メ人民事lH4f， ;;~J 解 ~'F1-T~正法(l 9'l~:

年5丹;J (.L:J，下、話"中出来同!という】、算出1"幻 l主出iぺ民爪7宇部限条例J (↓u'ゎ

ノI2 JIノiJ (1:.l:、翼下有|ズ条例2いう J、明東地|認め l明京地|べ行政村(坊、剥

!明哲iJ来例"，'，主主 (194忠信日月)J 以下、:司此地i'Z宋f':J'いう j

人衆路線とは、抗 1戦争の明1'1中から共同党がとってきたヘ民μI法原則で

ある〔すなわた人民;こ約 i)、人民こ結1-tし、人民に笥刊な J-8J;'}、組織こ ('II)

、)y
 

、あれJぺ33
 
J
 
J
 
j
 8
 
)
 
3
 
つμ司アJJι
 
5
 

l
 ワず

引
J4叩

)S只1

l者こにてEとウさt】7二?人民羽1苧;;:J弔問調汗と民呼j



研市ノ

Jr訴しつるnっ以 1 以H寧j!lは条例を111，;、;こし、他の各;立iズ(?)条例とJ七較し

つつ、ュ刀lベ調停の":1:之l下，特俄:;イ"さ寸る々

a r口約1 i(h廿卒辺)X:'%:仰で(土、人民 ~I~J 十干の[J ~zJ 会 ib: ~-G ()):f';jJJ"I-，f(剥件ν、

IV?訟を減少さ 1-}るこ1-; 1-規定Lたけ条}ゎ他的;l1ti(/I条例の中でも、支エ見

がう'rrなるものの、紛争を辺や/トL二鮮民し、訴訟 Tストまた;立当事者の負担を減

}、主せること「械少訓累lJ:):"烹，1列!の河川 ζ凱正している、 J

b :ぷ世形IJ~J 主灰の4るくの郷・ 11 ・ヨでは、羽 1;7--2:; ft it円し iう#門綜織

が設置され、調停は言明停舎三:でで1" ヲ1て v ミた口調停妥員二三:三、 Hi. 村えJ~)

政"Cある¥"出苛ょとJ: 幼h古'0=1マf干):1災

1957] H_n) 

「中国内政fl~JI 烹汗中h斉刻字日社、

ジ ヌ可メ時折の人工立前停iご合まれる闘停の梨i1目つい工は、 広v'.';;! 日正[広iiii:;で

はずべての ~I~f.立が含まれ、ヰjい、意フド[波書]ではl-ll; ~~ ~Ii-~持た :Jc，' 限定弐れる J ¥持

延能 l人民前院で:11民的医担発l1-tJ中市ヘR)I;f河「匡司11、お祈 r中国青山手JU主的河

己主与三回主ユ C 11 j凶政法大J手U.i版U，1 DD~?:I 1633 ~-; と言われてし、るよ λにF正月九

がザかれている 五際、 ii!lズの人民訴i停には、口、I~:~，司 l苧も f!; まれているとする

什究もめれば l張]':i按しL刀橋 前偲{七14、日(ヲ()-Söl 貝 l 、 i'，t:!)~調停や人民剰伴

介?てなる f 杭として科 1ì'する研ラ13 もある 1常 1/↑・前+4i i:十 16 、 11----1~)H)() []本

におけるノι1J研究では、 ill以内人民調作を民間需停、政府調件、立、注調停t 分

涼しうJ析をf'fい、最も立川、t己表:しよってし Aる l辺q_lf言行・間持i'l-:G、ド982)151 

iU口長〆 ，+.f':j に J.:;".ζi土、人民向停の~同士、 u 院剥停を除しぺ民間前芹;ζ

政府調停に1;，日包する

川数多くの条!~があど，'1、院廿寧辺R条例を Ili'L、 l 守， -ご分析を進め()Jj!，出は、

r '" 11"，苧辺L{は柏市~JS:2ばであ)、 1仁川同iコ F 巾火中央が二よい;11在〕て指導

しj た、 iJn1主亡しては小さいjJだが、こうしたこ三から、この辺1メのす法は
lh ，))〆，J~ 1-'-;: のぞれに対 L ，f1慌の 1~ ![]合もったよう C'，あるJ 1需品il大『中戸!の;J、

と政治 中l:th長7);;;"'史現状こミ~fi~iJ :~ 11本訂自主社、訳出J4S Cりからと:ある

王子、 'I'同人学音も、「与抗IIK十政也が公布して;JUi.Ll羽作i)、況のなかで、

険:1'手辺以条例はもっとも~-;響力かある条例である l ど当設条例を fiL情ザゴけ

L 必 ¥恨.;1J坊はか;寄り i:Jj，司)111、山:1(1)υ

23たと去{止号、 111点省kiilJ(第 l条)、 ;'*))i毎|又七条例11，第:長j 苦尚北村走例(第

l条1、円宗主主辺iベ条例(治 1卒、人勢市lベ条例(出 1条J なと。また、 1筏甘寧

辺ii<指示でiよ、人民調停のメ 'Jッkを 詞件を予11百J1.!-(芝、九きな守h 、でも小

さくなりやがてなくなる }l!~H内部l?)~:I ~~~，を i足ヲととも}こ Li~ 古::R~~H禾 I ~~~J 、

節約した労ノJ をと主]:U";-にまわすことがで"る j と tH 引;Ç~L.たこ

l.:.fi9; II:i当日'/('2' 32日)只お
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円よびlメ u級ノという 悦引lを抗日Lていたと、寸〉れて， ，る 2っし刀、し、以
ト十万フ刀(人条例おい Cは、罰事委三会の設F立をιめる条jとがなく、特別のみ問こ

Lての，kJi子王民会:j: i設置芯れておら「、主事者にmかれたk間人か仁川停を行っ

てl、たようであωツミ

{、 "口c'TJ 剥停委民会をぷ置していな vリ決口寧~;!l 日条例では、 トrJk(7)ヨ

i調停のl竺に、と1三ヲペカでの隣人、 i北戚またほよ衆UJ斗おからfh停人bi主f干し到

件在 1'1っ炉況iEL ( 4 ;刻、.-:間〆なと政 1;-十:明 f7-(~ ~:)いてはiι 草EK ニi附ーされナ時、

当込J也f安の各有望梢の人民、 人京'.，-:休、公止なJ血L官方さをtfiき、そのιiE力のも

とで;l~;{-，予を tJうとι1;主しf二 {日来) 調停委員会士山又宣する 1U~(}) .~11メでは、調

?子安員たの 4~員が調悼のヰモ卒当こなゐ古

プーハ F:，-， プツわ

ての妥員の道山}-Jj'J、はでれとれ足

ふ J 、

(~ Ct:~ 与紛争の瑞対; 辺μの岱条例においては、調停が扱う紛予ι〉沖約は、

i ，~ :こ民ゴエ紛争と斡税引ilJ事事件と2じめられて v 、たっ問廿ej)~医長例 Z" :工、ヲベ

μ ニ I'Lイ7・前J司(:-:b、¥1982)1:;3円、 160円」また、市1停今fi1認する場fil立、
刀ならず円えからから占ムめなければならなかうたという :I":，J !-. 15:-;貝)

日|決甘辛辺限条例では、 f級 v なるの:ょ自主 ;J，1停である ずなわち、反 lj当

事1í-\-::.~百川しf一議人、親成主片手はよ雫出休が、了干 Jている t"::自にtj' て調停案

をt.~~I_U ~、'";'，いのん:収をは|るものである 1; 条)。この白木~fJ 汗が小成山ク)Ji7台、

当事若が、郷 1，七)政I1ナ lメ j'~ ~または;.l;t. (市)政町に両停をrj三子寸る二とが

じさ (S$lJ.8J 、これはこ完 IJ 主~停( r戟二土Jし、 E枇 L政府;調停こ
して付世ワけられ亡、吠)

りu たとえば、 111取省ば条例内部(ド'Jid 'L{ (上級 l でし工、特大衆凶体代表、

(思想つ打点品、引な1-tl!."fJ{i力t/: .m~品、ー討中J が11 1 '" T乞七 J て;;jr:停委員会を剤l

ittし ~設課; . ]IiXdよ拘致:lJ:こ u千委目となる{乃条L.ubiMIメ打条例では、

村議悼妥-~):; (;'松/について[よ、村代表大会の選ノ:f~ ~-~よって選 :1れ ξ と規定

されてい ;:)(:~1長九 F レベルの認作う:討会( ¥一平矛 1 については、庁長がた泌

凶休校交手を加さ、 JtHで[推選(推薦 L て :~Hυ] をも一う r 3 条 l 、晋-ITr~ ~七十f

条例、背祭其i日 I)(:-~ j'l~と i明東抱は'f~初七戸は、 l出j持委員会♂メ J パ」足Hir ;ニッい

ζ既定や設け ζいなゾ叫 百察葉辺lて'1ミ例では 村公げが荷台 '~1Jうト士、 付I之

のïL.晋を，;主けなければならな~，'とぜた(~)条ノ'..鮮中|ベ条町では、主5 ・ 1 べ剥ノ4

4与Ai>;のメンパ を、r><政yfが「記へRrZi;招鴨・呼応「る !部長ま七lA民

政全員、復刻;to)f主‘ jJ[f→会k 主民兵~_:t:μ、〈プ鮒 !dtc. :--[-(t表、短己"- .司!:j~子氏

教師、州安E入貝あるいはき全日1員、 (7ノ公I1ーな地7;-;打力n::，条J

二日誌 S7(2<l~J) ぶF ~l()ol 
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を出主いでのとぜヰi~'，才、につし、て、時捺;こ J司停をわ→ λ とーいくつ

しけ守1-'1'-1，↓で 4 調停を千d ペテと，~fiTと，た

"kJi干の中 i/. Æ~8l 刈十干の開始は、司事者の毒自も Lくは11日主的，"，岩

による ほ〉んいの条例 ξl土、 111相思による替かの原則[11願l耳目]を定め

ド史廿寧辺IA条例では、 l出!停の問iiG;こ、当事者の介意が必要とされて

いる l第7-x-，:;引 (JH械をな)市1J'f1'件前j停 i ついとは吉岡停の中'..1てゐ r1'1柑原
の l体用に悶 L ごは巾HJ躍な条丈持 j泣けごいない〕おそらく散在者ァ)~'~件在市

~て、加宵釘ゲ謝倖による粉争処X~ (，-~ 1;-，-] :f，:~ ~亡、訴停が開始されたκ 〉だと tmわ

れる c

e 

、~， ， 

日IJ]

:.11 flj~: ~史片主辺|ぇ条例で~~、 _TIjt-i (?) 11民収について明i正規定，t-t:t(-tてい

ない J戸獄11引正行われていなか、-r-t-思われる 他のほとんどの条例目立、 l羽

停の 't~:用にう川しは、没収Ltいと明丈ぃ規定されてし h 令 3~

ど(住玉，~方21J 1:'，甘寧 l:~ Iメ条例じは、日 ;;~J~~停につし、ては#['，辻:がないが、

は1:1荷停lついては、孔|→象的 I?:t、】 h¥i4~~ lて罰百停を行う[弘法誠淳;J とし

:主の辺)7 ~C も、処理方針をま本的!こ合υ、の l耳目Jiして可、る幻

+ 

と げ条 11M)

ク円三L当i'、タ1"，1t，訪発コi'巳外忠、援助リド、 l投.ti;fX:人当ド、窃注目 J主主主U，l、政的t子、t
j長，!.，.罪、交正 f止5免罪、水不IJtzjj 害罪な(けま~)

出嗣fTの~i，始に台去を必!~としたのは、ヲキ祭賞辺 lメ呆例 (2 条)、 .~~~'-l-j1入条例

(当該宋例は前停前者をと y ぐいるが r2 ';I、J 、耐{宇の却!日にど己 _1"若がi:J-iれな
い場合l土、 u動 iなに取ドプまたは不わしYζ してJ&うという条jとを設!-tιlli条〉、
〆j寺加の長出を72めること主、て、ふ巴lにぷる珂干の日始を担24L丈_.}な ζ の
り9 険 11 平辺し4指不℃!土、作品-~人叉政時、特;こ郷・仁壬政府は人jえからの調停[十j

H古をI-:jって， 'るだけでなく、 l 作人同をi;:z;丘 v てLjl'土をf4'tし出さなけオしばなら
ない乙現むし"いる :1-*，) (. i刀、u;条例に中にも、これに'j!jた条えがある 1111

!lt 1'i Li条例 rlG条〕、ポJ耐え忙条例J118条J) つま 11、当事占の中 1高志 i丁とどに、
Ji:/:~" :z;:; ~ミカミ向，'， 'j:r，;¥，を探LfHL，、 -J~-f)ーを進めL場台もあっスーである

力11'，古長であゥゴも、五比半J手絞によゐ処川を F-I[_:~-J""' る (:::1; 、 2413L される告にjとん

で訓停を市すて、紛争を終結させようと子る土井什も与えられる J ぞれゆλ、!jJ!;:

，-nが1:1'¥'/て乙 1，ζ被害-7，-がそれに卜'1:2:L..羽 j~が鳴始さ，ヘるケースむ考えられるし
ち たと去は、山烹['f条外(1 2条人戸J泊i ベ村条克けん;怪人河西北村条例 \13~長人

晋祭実辿戸条例(17 夫人獄中~-5}:こf7IJ (16空、)なko

~， 2 台}王 '!':W: とは、 ~;tJ 亭はJ訟に関する法規によ巧て ':Jf) さ札な v ミカ、げ、'5: J~

訟法切，Ú~申約]、 d夫H'U、グ〉精神崎取戸)にY1L てはな lつず、抗日氏 u攻:i~f ~I) ì~l、

Il:i当日7(2'324;只お
J
 
I
 

A
hリ



，町 1<j'，!~-f ~，州詰の }jl:l~主 1

効}.J; ， ;;~J 持活読書。)効 J) に l叫して、 1;)、廿寧山メゴた叫すは、はりえりし

た条丈ヰtlけていなパ しかし、調停協詩去にも )1'~むべえ内行を条ょによッ

て許細に主I定L、/Y.);当事者 L オj停を担坐し れ音の告す11*~:J を必要と νた占げ

長)、調停協議f，を [~，'i~~ (~止丈 J して双万当事担 vケこ{て fる点〔日条}、当

該料，;--'，'，トヂl止に法:らt:にも了訴さオし気争'1'であれば、 llY.!')ト lヂのため法況にもポ位協

議吉台提出する予とふ仏法と、 ;:;t、院がそ一才~，y清作剖f争禁 11 乎件でなければ

取り?けや認心るとし丈占(内宏、 urt:;)から判断 fるに、実務にねいて珂/7

tØ:~書去は法的効力を L っていた三考えた力か71.-当Tあろうじちなみ l 、他の辺

1 'の条例でほ、ほ ζ んと河停IØ，~{(書士判決ζ [iij じ幼 }J を不けると ;;;1./とし L いるへ

さらに、いくつかの条例では、調停が f;~: ，'/じたl器、強;:;:j執行のLド主がでろると

いう条文もlfIけている日ハ

(去， 'I'IJ と ω学1係 ~J(H三百辺Li条例では、前存が干っk止。)場合につしミて、

i河;tHr!主がないが、このJ品fiは訴訟を提担Lえたと現われる 支た、凶;こ す

t 】法院 J 徒;J~. (:-'-;~!卜) メれ、 N!.企、'.*::::2芝、 トJま七は机行手続(J)ν吋どれの段

階!こあ r ても、自 i調停 政府訊停をわうことが ξきふと Lん((-;全人ピふまリ、

前停かり栽刊jへ、こ 4時 Jニ裁?りから剣持への同ーも闘かれてし、たのである戸しか

し、:r，，-J.lバーの件条例でlLそもそも制作と設相;のi免罪はかなムずしもはノえり!

亡し、るノ fよttr.;bれなし，."¥')

tiな政治に{九拠 J 、広三位営を参考にLなければならなし 'J という二とヰ

ヨl来する、転廷龍・前J品【土21、1654-釘

仁たと Jば、山山当ヨ朱例(~j 条)、決;可同十d 会例 UG.~聖人 1当面北村条例1，1 1

粂人百察持辺L{条例 ιIfi条人誌記中区条例三条l、河民地区条例':~?U条"

川た':...;，-:'工、斗i三祭j;~.iIl r-!{条例 CG条}、蘇中日粂':j~ :，13条入|主主}，:].r-!{条例 (23条jっ

も"とも代 tc的?にのは実 liJiメ条例 fめる υ 斗 1主拡lf~ -;~，; (士、 7iM:前;千~_:!三三jj 

F町告であり ム級三阿佐:ょ村三点庁調停であるすいずれも不 ;jX: :ú~{}):f;弟子;:ょ、|メ公所

(~ :1を 1J頁)、仏ん収}す((-;長い頁)、「守民公省J ~ 7 '$ I J恥、~*;1'有行者 J 1内

条吏〉 という;I!h(=-.s :'fr)すが;ι却を求め Qことができるとしれ}しか〕、 1寸ε
れの段階でも、 J司甲 dる余地がまだあると認めた場介は、職権、戸当4i-iti-(?)体入、

主l[成またはH弘、市〆7JJ三之L-c詞千?をfJつ二とカ可能とどめた(G -;と 2JR 務6
条 2ご去、 7条2浪、 六条 2Ji良れなお、 条文 (6条 J で{は土、 l当事」省=泊県欧1戸府J汀Jγ
if式:-J提是言訴;--fるJ [:C白何lリJ弘保六t政立女〈吋了rr弐担日とむ; νし、 1}品¢え、現があト1'-1、些Jよ!卜一のレベルで
iは手E裁;k〈l判判代刊J三辛巳f続迂と右企、る 辺己ぷ石jよfひf

政吋が裁r判4さ業走手務ぞを兼j-モ-〆亡いたご 111立五よび解放|えのoJμ、市;凶lこ三，，ιて、 l}t1fi

二日誌 S7(2<l~3) ぶ日 ~1()2J 



研市ノ

ru 、 J引くマ解~7: :以')人~"i~lf子制度について、じ"u 寧j引く条例を :1 ，::.、 l こ例;同

[たl これらの条例から、::!:i R~の人民主司停tl ，史:ご iよ、設自(円な慌た;t，があったこ

いえる「りま i)~Ìi没置}f;張、，ì:1i干の弔"て ~t8、変応、処埋ノj主!と裁判J c~: C}) 

関係か~.' v~て、人民調停はれ政斗 どスの 神であっと〉忠ゎれω""'Lかし

IC'j均二、J"O~"， 下、 '~Hf.-';JG ゃ手円羽織を没げな， '快U平沼[くの 制作円形皆、

なとからfllIt:寸ると、iiーニ巳Ili古としご J乃十1怖ふ有していたこともti-j-;:二できな1.-'，)

そし亡、その Re'j、吸う紛ノれつ極類、効力からみて、決今u0t主十各が持つ;llR" 

ぴ)人民調停には災民・ μj法の代将的i究明をjls.ねされていたのであろろ 点Lイ芋が

うまく:中山され、訴訟が起きtない村が民粍付とと主りたことをキiHiν、その経

験芥 {Hl.G?)村もと子:ぶべ主であ之Jこした喰刊半辺ス指/れからfljl(すると、当:J-rは調

停に工る紛争処i己が推奨され、 Z のよ豆府にかなりの期待が寄せられといfと考

-h 7 "') 
んり.~ '~<J 

ょの 4 ろな;;nズグ〉人民訊停告 1ぬが、やが、民1" 慢のl、4fr尚則的}l:ú~~ となる c

2， 54年通買[J

ilibJ Hりじりj91C!ii-:2 )J251:，'二輩北Ift府カ 片山紛争ク)，1'1 fャにi判-J.6 をまミ

mし、震礼;γ1:とれわナiて主た人民制作が、都市刊におしても|司じ〈、注111される
と説疋Lλ 19/1日イ1:1の;J(.::山幸人民共犯|玉子連l叶主れ、 1T)/1.;: ご主ってl主務

院は人民調停長Rfr判定通ヨIjをプ~/ML'+.-: ， え4定通PIjは、人民調停ドヮいて全国

域ほか編首持?i己14、5υi-518去、 7:)2-7:)7見32日 l
沢!そのJill自について、先行研冗では、小司法制ほの未熟、支紛争処Jillを出 1ニ巳

根処J之のは可法令を戸仏、 :~~J l"衆の良識完全~!fi:を促進 L、ぶ勝利のにめに諸力

党員する lことがお川市さオしている やJ見押容 コiJ.J司;:+:2、2只にまたは、 1司法

ね織のま成熟という礼']f"f1的矧jFl:もあ"たが、河川;二、間作をたんなる紛争の事

後処立ζ オものではなく、紛午処理，;(通して革命政権のは策とitfぞ宣伝・教

育L、人民大取の怠訣変小をJ件:主しよ弓ど，-)(，積極的↑山nmがあっfニシも見返
しては士らないn そ~:..-ゆえ、こ tつ 11-}j1;g (j)調停 1 ， 11'古不 Hを }~(j)符jJE:手、革命的

な，，-¥ :~ iC!zi者約~'!U 的斗との悼し、結乙でて)~にあったと， ，う二と古〉でさとであろ

うJ (R中出fJ .前j:~~)主(ì.， (l 9~Q) l:ilff) ~ 

計壬hh決定l土、人民謝料ヴJ 良村がから都市部へと払たされる島、J![~.f，~であ

〉弓われてv、る l巾可l 人三よね同司iJ、部編了中同司以、f政治理論'Jj-;;rえ， 1 c下

回政法人宇/1'1版社、 I~1:)2J 16~5 ¥'::f (村、ささ 斡;4古日、話玉南南 II"~コg;j特色 ~iJi'全

市 l昔、~， jI['府立法大守出版村、 2ロ冶 3~)!)fr:! ご

l~fì:< Il:i当日'/('2' 322) 只3~



"町 1<j'，!~-f ~，州詰の }jl:l~主 1

レベル0-))去川が最初に明文民主をおv-えものであるハ以 l、ます-"SYf出叫が公

l%O';jユH:，'，~iH された「人民司法治必:))'J，主化:: I唱する政務l九円 Jê~ミ では、

ξ きるだけよ常による調停の Hl'.~ を刑いて訴訟を減少さナヰトし， ~，ち針が刀之さ

こ札によハ L、 へ上古川停制度1i'重視され、実際にもす，くの紛争が人民

荷停によっ、処時ミれたという"お年4月i~ 1千百 而:-'-~-_::Jrr; t~会誌が聞カ I1 、

その宍議「行ゎ{LI':決議では人民調停の亘要性が再';'C!Ii認きれ、 ぞの日市イじが指

示された 1にそのが午、改J存民が3:; 年通同"を公布~l: 

~)4 午泊日りは11 方支ミかよ構成され、人民3司件安民会の Ili見、性到、 J早川0::どに

ついて、 下ITjレベルの法規としてはじめて明止で規疋した t:l， '、 i互いの人民

訴?制民1対比Lつつ、 34咋通HUの十な '1容に Jいとfm潔に相介する

イ，}-~予れるまでのf，何?み 2よる J

51¥午ュ昌国1，では、人民荷停の巨的に、人民(1)安回・進法技力をiコ化中るなどの

切手字も感 L');t¥まれたが、民間の紛争を:IJ¥;'{に処土中ヲるこい)f:iドJは袋、わ J 亡い

-1L\，_~ )"'Jして、それまで陵昧であぺた調停7とと1;?の;.，:宍γつい

て司確~:.. ;克之した~つま 11 、日午 ii!iElJ では、人民荷停委長会を、A.-;';:~ut [泊:完l

1'11 詞 1~ヰ1併であるとちす7Eし、その抗言語は天端人ょう己政府と末瑞人Hi'主 ，，:ii;(! j']11導

のも乙こいわ}とえめだ(2条 lベ

ない(1条"

戸司沖委員izl土、伐材部ては;日単位c':~，、都市誌では派w所(公安j 所MI べ

まh はthj立を叩{よム Lて設討さZしふと1止めん (4来)，珂fjっ長fii:;:土3人かり11
人の委員によってキ織される;， .1条 21 妥RJ豆jiiじっ}J;:主(工、首iliTti誌でi士、京

:18 ~it-人民共和国司 1去部編『中主人民J、寸日国司法1 ，成f昨日〉ι 1' 1 匠漏ユ{法律 iii 

版引、 19Sil 8tl， 

ゅー干人足JI，:柏戸i 円]ìJ、川市両省首抱?↑刻、父廷したとス Jよ末以|ゾむ:よ、三三十:_~，J)'!~)%

もえめるお.(1川合f'f: CI)j;内政 1 〆と烹件が剥停によって免主主，~ *1、まと、華Jじでも、

'ill%以!の土日採が調介ーによって'lf!)1Iされごいt'(いづ (芋春+*相 l人民:JCg，[

1111 :1~D: ll，版社、 liJ?9J 元日7民:
w 平人足共相Iki司法EU寄り・荊J円1+:38、 08 

4 調停委日会の委託じなる資料とは、政治的，1場が明:1であ旬、公11、太1t

」よく関係を持ち、出停l到こ、てあ今こ)， )され丈 (λ 条"，日~， _ì () 11j朝肉、達

iMぬまたは聡にふさむLくないこ〉をしん者:_--::)い亡 l玉、道州機Ffが問問 í~~

迭することができるら条つJl¥いまた、調停気には、…卜のこ乞が禁11され

丸いたご (1:;=iJ:収、私f百にと Lつわれ小11をはた!¥くここ、 1::2'ノ当事長にtJ〆、処罰

~1()4J 、、つ3}dt 
4古
、、
J
ぺ止止

一8
 
)
 
3
 
つμ司アJJι
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研市ノ

対人民政附山容出 lム HIのもとでltょせ{て去が[推選択肢し、;安問寸るん

畏村 i】1:じは、犯人叉代表土会が[)お到すると手れた(G条1JfU ) tJkう紛争

。〉範匹以、 伐の氏事紛'JI芯よび群mtな刑事事件であり I九年;-)、，i;1宇万三)え ii
Ll:渇合[工、その、j 作を ~~~EU ，=- ;-.μめ、らむな場合はとj予告に調停f.をヲdーす

ることができる{日条 "0 f;円淳書の効んについては条文を正けていな， ，ため、

荷停の治 l 長先 JJ 的に町、ililil 円に~珂もするぷうな効りはな刀ったとど、われるべ到

件委託会炉政litおよびi入院 h の同 1そにうし 1 ご、~杭安司会以末端人民(1)、院正末

FjJ人民政府内t~ 弄‘民営をそけ、また l'可決慌の協力も得て調停I.ftを汀うと 1~

jJ= Lた(:2*-、 1(1条〆つまた、;:1;]汗委員会が市汗したiJ:'5iSにうし円、政誌・

1をや干に造反(た.¥t')~-干、人えi!;叫がヂれや 1卜じ、 王たはfxlYiモミなければならない

( 9朱}。羽芹の1.11日:J¥，:つ 1，'て、合口、1.11日'1、自出志望による巻初、;円!q-前置ァド

義をとつなv、」とが規疋された(第 G条)~ J，人11:;司停と裁判UOJ関係については、

問主がな\，'ものの、大舟、予1持iζ しとの崎将ゃ.j~有苛仰、ょ[:1 を I町らかににたことか

ら、少なくとも条λ ヒでし土到停こJ;;:.判には境界がひかれたと考え九れる1;)、

辺~r1-.~-到の八l\;~何千~è i) ll 守三重 RI プJ勺邑Jl:>ì一る人民荷停 ω の違い h ル、亡、全土

~1J、 l コは少なくこも nr (，I)j;(j点を;制高しうるc まず、，1'1伴委員f?を大衆判長前と

ないじ拘束ナるこよ、 '1:当事(i-;，:.. tJ-.j るJrJI二、日司('it.，;非協力的なしーであっ片手

当事かこ〕官復するーと(~条)。

1-' 19~i4-1f 9 Ji :こ、北京人民U、院{ケフス不11t;'1 ヵW，'.た 刻停委員会グい:

つかの間込によJ する泡宇間於調t'(4)員企幾川氏日主的詳伝L(中心J下士会不ト~と民

a:、?と，w冗所編・目t掲沖18、so---J'~) では、;日~-ì:_~再会がこと"11 をつくるべさか

fiかの向U、，c:¥JL、「調停委員会は人民l対 L. 身内教育を!起す太宗l市組紘で
あり、そのiJ)~J 停の結;誌ないし作成した書類:;t， :.; -9" :(1_も法的効))を11μ在l-'u 

それゆえ、 1~印有~---j くる，t~ 要がない l と手;主て v ミノLυ

'1.3行政によるお」辱がどのニう:三千子われる刀について、条文!では明らかになっ

Cいない

刊こ乃 つのl京l1IJi止、辺以内jtg':c-はいくつが乃条丈グ】中でもみつれるが、正

式;こ時ずしたのは~>l/f!_佳則であるとv-われている(常;f;縮 長柄引 i品、 21-22

釘).，

ι技法l土、予Iノr-j邑目I:i.."ついて、制度 L. 才'Jl，、て これまてや不可分的民係

にあった政l付詞作之氏宇訴;公子議き〉が、判トに!}IJ協のものc.L -c切リ離され、
前停はすべて当事者の山 ~8的f，;，:'"にもとつくとの I京員 IJ:1/住i された j と tUA掃し

た(出'i'{.;'{j: ，前渇;'T:6、(1982ノl'/3-1iff[i') 

l~fì日 J II:i当日7(2'32¥1;只32



，町 1<j'，!~-f ~，州詰の }jl:l~主 1

市晋づけ、政l1'J， ;;~J 汗が守そがすであった \!llパの人民l同位は、大衆列織によるぷ侍へ

とな~ιれた そ 7て、罰事こ?主判の境界がI児FEとなり、調停はあ、まーに斗J事

者の自由主官、lよるものc::-t~ れ、江川停1岳民主書 l二法的効}jはなくな〉ι
このようなお年jill目的政きiついて、 IIiご:二信1J救訟は、政府調停均九人衆組

織による片山JjJ，:~J-f.!テ l 交わ，~，た 4口を大 ~!l.. 革と伏置つけ、 ~:Yrf-;唾引について 11t H;

による {古川な縫紋のー{:!Sとご活動することになった間停組織のもヮとも人

さなれド慣は、て二で戒す Ll珂町一の今-eがま)f-< })、 S\)~:;j 全力走行もなわない

とt占う有であろう」とf日摘している佐かに条丈上fj.らはこのような変化合・

~'if.み1W.れるつしかし、支f与の L ベルまで下記J'i に入れる云ら i工、ニグ).f'B-hl:;:こっし、

つの疑問看，)さにる -0)--tJ， わち、人民到伴(よ本当にilF，l'l治i杓な主Ir主になっ

fのか、出uSti0東方がまっIくなくなっ丈のかで、あるいがij}主L丈ぷつに、ヘ民

説竺活動 l土、ンド出人民政府とよ苅;人民法~>'~(!)指導・!t0怪のもとでh うと疋めた

条士、2条、 10長j に問L~'(、間直する丈;tT oi1Ir"O'やり A~ しその桁嵐山主主要;千

が強誠弐れているげ それゆえ、辺市はともか♂、実体~d.単純lーはrtr:GJ司 Jテから

自;口ぬな組織; 工る詞作(ヌ;間珂作) :変化 J丈一土は弓 u吋 〈いのではなかろ

う小、連liJ~if U).Ì立メ人対抗体をうJ 析した除、行政、/十上~b:、 i と)，うよ冨手午前な子;

村もを 1;j せ持 J制 l長であると指キ!れたが、は年JmHI~下の人民制作につ ν ても、 I~'l

憾の結論1) あてはまると思われる υ つま;八条丈~_: ~' --おいて説仲綿織寺大衆綿

it~ c~: ~、 ílf!j ほの i土民民治的ザ怖が明確にな、たことは確かとあ~) ])" 関係一←る

](; → Ilhf:;園前掲;:o::(-) (E189iこ87頁い

-j7 たとえば、 54年通刑のん :IIJをだめに「第 i"Iノ凶司法会議決議!lUi'i;_;) Jで

は、 l人見法抗ι末端人と;;;¥Fx:VJの.Jl13草のもとで、;:.cf日*;，よ7トを副悼する。また?
の需i什:両市，t'd:'泥じて大訟に対して 政誌 u、令ジ〉救~な f う J ¥ヰ3千六人民共引戸l

πl泣部情・己持込38、1f)(Oc' 'IF人上、:巳阿倍主主見;21」定通口'1 に:+1jる可法部σノ

~~::ìj (!~-J:;4) J では、「調停をH会の組織を強同にし、 N'， ~;Jの貨を引き ι げゐ[注

目ワ認!2;]ため、政治土、山折、上、也市占上乃お導を当H乙しなけれ ~Jぜならず、泊

lこt:f11己け有査をわわなければならなV'J また、 l末端人民法F"および必凶法廷

は 詞件、う勤に対する指与を2';::':f:エだの っとしなければならす、事件の決引

と H+iici~ 重十'111_ なければならな" 'c (苧右再編 となおげ39、382自んその他、 1"

間前件前j訟の強化l院すζ司υ、郊の主知':1 ~154ノ'J では、その内在的干分は、

法院によど人民詞倖(，，=;-，J ラゐ指揮ノぢ i去を規定「るものであコた {I-ril上、 3~1ワ 393
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研市ノ

丈書におして人民法!日等07)指導位督の重~牲を必川していたと二心か::):j:ljtHf寸

る)、 ~:I:交の l':"J:;j: :γ')'1"料 iよなお交わ i Ì.亡いなかった乙';'~:f'jれる J

日パイ1通目1:ごl土、利十干協議の法的丸:)JJ: >羽ずる条立;は泣けなかっt-.それゆえ、

r *，1]力!土企い J レ伊Hl'.するこ?も「きるヴあろう}しかし、ー述しと上う l 、

品~~11c) (i寄;主人民法牝と人足政;日のj行事ー段廿のもこず山され亡いること(2 

条、 1()条;、民策法令への退;7.<ト仁川ぇ;が11さな}了ればならなν3と云れてした (9

長)以人当主者倒lからみて「ま d くv、[j¥jft.:全力」がないk埋角立ちれCいヂ
とc，えるのとあろう治 仮(.，::調停渇設がU 守主的に民わされず、 ~tに 22L弘前(f}'がま

陥にJ干ち人1、まれ、調停協議と大幅に咲士るll;i又11すI中Iされた[封iTl立、 コしは中に人

民;>1.:、配が人民到汗0....(/)拍等監/腎:ç;:"Hーと、政改法令~~反 h コJ する主主 h義務が尽く

ごいなし 1よし 1うこ}になるごはなかろろか。弓し:.1喪えれは、 2条 0去、 lU条の

l斗界0{忠実に1Jわれてし寸uお同守協議こ 1決こは内1;:的に九差かなし斗ま 4であるに

~) ~)年後、 1" から、農地の'tl 司イ:!F:1，(業が始。出に展開されるに〉れ、紛与力、íN;骨|、

!Jrえて;ム吋活劫プJ、"ち{走れていたとご、事fIヵ j'~i 令ょう i なハた円ηfJJ;:t、部

以 1957午7月に、 S!l1;".遅日11を事実↑撤lυ1，、調停組織を持びqJ: t女機克に編入し、

以F，:;り辺lズク)ょ λに毅判絞倒的業務を 定t'若月代わりさせゐ 4λ にした臼n

てーのlEf千去、丈iヒノ¥立命などの政治運動がち主、裁判明1えのみなりす、

抗l是もまと梓余 1:1:針 ~λ、送手最んどと()

土主令イ化こA.. 、υi革'1

人ct;可日ノ苧

に矧か1れL た T治》八凶与L凶i])人R九、よ点うたC 戸斗j法 l ↑作宇二弐?戎グの)コミ二)ケにおいてそのど、 ~~'I刊点 J

こFC'Í1"川 ι れ、司~f~:ll~'動\の指与が人民叫、下二の平斐な 1千 f去であるとち Y たうえ、

1δc.A'fョF.HiH国1やり、 ¥1080¥フ89-:::0ハA

4り=中イ口I-前掲1 行、 U9か)、)290良A

lρ1 ~)S7とから文化ん革命までの人同調停制I'\.について、己」斗信行-，，:，j見出 b、

リ照g:，2K7 :iO:~頁をき言「日}れずい こ二で;立、J:(1-の諸点につし i 亡、何e:L

てf3きたν、 ま4、反七派間予ごl土、:1'主制/)組織を卦頁Lてj芝主力を反問 Fるた

めに、人民l判停委民会は号。) 翼を]U.，コた U0LI、291.tU0 具体的には、川停
委員子:::(土 i斗じレ J\Iレ ÛJ 冶士山~if#rを民会と一体にな :1 、新たに 調.}S委民会J と

Lて綿織されど。そして!珂込委員22j{土!際 ¥'iってfh政治セ上手持びてしは」

(rw; ]".)とし 1う {去のえ化大小台三;土、 r(吉]辺、問係機司wι志の対象 f なi))、
人fE詞鮮制度も 11'r.皆殺調和巳路線であると Lてl手11された」と t寸(主見浮厚手・

前十号;'i立、 :30Ff) 

l.:.fi7; II:i当日7(2'31S;只30



，町 1<j'，!~-f ~，州詰の }jl:l~主 1

J同停委員会の"笠置お JU健全itをi叫lコなければな凡ないとJ日小された 1980

年にi工法年通日1Iが[+}公イJ主il、， 19山年代や;君 1 〆て人民調停市:j l_~:(よ問調なで3Dで

を示すょっ，' " -'1，__(' 

3， 89年条例

80-4三ぺの必0"，、人民雨い;子叩p主については、人民法院組紋法 (19S;!年、 n条三

項人民~-訴訟は(試行)リ 9821下、 14':+::) の l' に規定がい止，，，九、羽行 199~年

説法でも人民税停妥民主の10.f:本である、村氏妥民会 ζ同氏妄R公約刊格を「人

波U¥;白治れが誌 であると規:;e-4る条文 '.111条jJ見)をはスけた υ、律lこょっ、
法的拾いが伴う'1:'tえれるととむに、行政による高極的な杭織内定がlTわれたゆズ、

;:i'!1Þ';) がもっとも;，fi発的に民間 z れ丈ト:;;:~Jr:( 乙われどい.<)"，) )しかし、同時~I

に行わチ"!..1計済c主主にとも品、う社会的変動ぅ、紛午ιを変化さ壮、量的にも紛争を
汲t普させるとともに、 iN'!r，寸るケ スも増xた 貯 の。r うな状;記(こ対し、

人えのロ粘お材公土手乏モヲ )1の→皇:なと会前艇とする541'.;二7岳民Ilt叶5長一た調停

に 一lγ|干|ノ工作て叫ん(L、こ:二三判|究所編ー前掲注]8， 19貝
日ポ~n ，巨 ).Ë-= 鈴木Tt 尚昆 ir::'.ïf~ ・ I:J;; 1詰 i+~-L 227ft， 

s:.; 中tL'前掲i二行、九日J頁
川激化としま、見事1'6171の込辺元山口fiうた'!、放置 ν だりする場今、刑事事件ま
で;f!J;'Iじするてとを指←J- U宅周洋伊前tt;; ~t 2 、 :j9~;'c 民 ~.f;'J与か Pっ段1話沙比

によ ξ減![:する原みなどについご、 H】， 1己4-2(1治良主主日百
日 1問-)午 Q 月;、司け、部がft1， しず 「人民訴件前到Jを強化L、f十会治安料什管

即C;oJC下iをf古禄"ヲl十JL[主 t/0 ，~託児 l では、民間紛争の激Pヒを ~h けするよとが

人見R百件前到の重点であると仔摘 v た(~ ，f-1 EfS可法行政ι続 CI00~)L~ (法律尚

lぼ干1._，199{)
、ソ
4良) 主主、 1988年/月:ニ民間扮争激1[:1治亡の全戸li手験交流会

が聞かれ、会嘉に全bJ人民代表大会常務委と~-;.?mU安員長、 l五務互寄託、ロ1i:三部長、

ぷ商人民"、|完:'7;"\'-'伝 Fサ主苦手焼酎1I検察長なだが参方I: L/: こ〉からもif}~H::問題のは

刻さがλかがえるい中区I:J法行政午鉛， I日出，:Jl法律U.¥版社、 1996，:l iJ39貝、{

当良時期に、ぃJ法部による 民地域におけるサニブ)レ "i~1 査の結果でl土、殺人 [:/1

殺L収火、青殺 Rt青1添絞、王情書という 5つ狛曜の刊事芋件の中 Ci主、
5 ，).7%0)事(i'f: が;，!:Ii甘紛争的激化"よゐものてあっ l~ U吋! 当時J)上Jilljf苛午

税化の)s、同 l っし 1 ーペ~ T:，当事者が品，;î'J~~治以、をふ~l)虚 t 6f~立 l'りがあり、-~-<7;七め紛
争を法院に判一九込ま 9-'~，こ、ド悶 ιわた勺て紛争がf'存:えできない、 11仮f こ i去F心に

Jキち Lんもろとし工も、 全;印[す'*J())吊!紘によ主 LTいないため、 ì:t~ヤァ)'，'，受理 L
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研市ノ

JjJ-には、 k~' -4しも半者を河ιーさせるこ士"冶でえなくな η た山ご
tJ.J二の111胞に対めするため、 19約年月月17円、 U:jij;誌は:;4年近司H乙「立11して

人民北悼をとi公判織条例 180之1-条例、会主j乏し、公布.;;色行L7乙，-;- 8~)イf.*、例

は17ヵ条に上 Jて格泌されている 以 Y¥間記長併のヱな|斗芥、 ;:;4.1下厄日Ij1-こ

較して交!f::した部分につい L料fr-寸る

調停長員会i土、 ;;4年iit \i lj と !1-'1婦に、村民長員会、または II~ 民 --k員会的 l' 二京

笠され;;:;--f::.ぷ締織であζ 〉規定され〔り朱〕日 :明{'-7-''2~~ rlになと手子治l土、従来

ぴ)公止寸、ん雫とよ <1場係を持ι、言明停に我'L、であゐ三いう条イf に"11えて、法
律詩 J能こ政策に対すも えの辺鮮を布することを必要ζ した(~長 また、

~--;~足長員会や村氏長員会 v) 安員が調停長員ヰjI(11-4る二とがi:Zめられ、残!)グ〉

ji: 1==1し工大、 1止に Eって選WI宇{)とされ{) (三全 2辺ぃ i干!'IJは九年並円:Jの1年か

な1，'(' _~のまま紛争が枚当され対立が涼ま ;i -¥Jがて殺!こする、とし Iう号析があ

る (姶仮説視 Iーへい調~~!十台 : 1::京人品W ，~íiィ上、 199~rl 74;f)-

lリラ ニ I'Lイ7・前J司(:-:b、(990) 40 F仁

に川1 刈i与L長二条i例叫カ 山〉叱と?詐ミオれLた'"引いi科手凸白涜才につ

，1 -~百1参l山I凶“ この豆千甘i、可;廿法1去、音部3山』はよl此，cR問m，j紛1七;ノ下]1-1:担必処立泣込-垣訓刈↑i法j主、 (以 l' ， 、i吹l'γ十向鮒'I';法j土;と νU 言J斗， ， を
:公之布し f-苧ムポJ~t昨日、は、三 l二人民需甘:古川、片山立i 合打、そのもと用が -Æ-::t.'~/J人民政府

(ニ求められた場合、的民守山対応Iこうし荒疋してし吟 89イ条例と"0(1掠ほとの

j:!f1'W、につ"て、ノド問1:_，H1=均九貸=弓昆1事院 首Jヰ ;J14 、:228-:::2~守戎誓lI{j

日出)年余例の汁本市訳は、ぬま言「中三告人工三共有斗jにおける人民耐停，m主」修
j1~1:i':!、戸戸市三芸市 2 0 (1000作 ]ぬ 18 ，~B参照 J

'''-'そ :Lf人判;二、企糸・ iラ主長単位]の巾ι)，jし1ても、「也、古こ比、じてヘ叉調停

委員会を設置することができる l I ~)条'::: íj~めた';t:委員会乞肘討委員会

とは、域巾F 民委員会長]Nl~条例(l9!A年八崎市陪央委員会沌総1L (よか凡)~I h 

対委民会羽根i会{試行) (l98S にもこついて設 í~' ，~れたん然組織であるに 5 

の性棒、組;及、日到については、高見t辛料。百iiJ呂l十"、 :n頁参照。
川嗣停委員(，':~法律の専門 k[] )ì最古広求さ :fLた服組として、問中まえ授は ~'j， t の

」うに市摘しているーそれまで示律:_0) ':':いとはなりえなかった扮!fl¥立、法律

~_(J)慌判長 ;f品関係の確立を 4どめる紛争へと淀質ーする」にうになり、プιのはéii!(や以

策もしく;主主十公主交正Jモラ J~ ("~トょった説得だけでは、当事伍手納得 X せl:J こ

〉ができなえ右っ九 前作的弱含 \.>S 司確な;}， út恨拠 l も〉づく処理が必至~い

なり、前停良にも法牛上の専門均注目品;0'}.(:求されるようになった(回市信行・前

J昂i'I':6 、 ~1989J 3(}l -P{)。

l.:.fi9; Il:i当日'/(2';)1日)只2宅



ら3'tに変医された(3.1ミ 2 唄 '0 さらに、会~t!: lj!;~ が)件ノTする同:えでは、

の少なL、民jA;，) らも調停委員や岩山首べきと~itる (3条:3JH)" 

日司J♀が扱う判'(トり純F王;ィンいて、 Silλt"-;喧t;gごは「民事品、!flおよび手術な刑事

ti 1:+~ J 規定Lていえが、問年条例では 民間紛争 J に限定し l~ (;:，条民

事紛ぐ，-Jではな ¥I民間紛争 Jといろあt，Jいな表Jレをほv吠二理由は小明丈久

その「叉|出l紛争」の純I!可:二 Jいて、 伊年 l二山主れた 90年耕d、 -e(.二、~母才分、対

足£主，.-の乃4枠件刊刊利;主益左[んは件主益正];に一悶L、J心j上ザF川:1常哲件，:1のlリ巾lドiご発 s斗tし子 h民珂のr紛心7予l'J

と元定:義し亡い

除ゲ舛丸さj計可 jた二士坤平出にてつJν 亡， 86午に :;;:-1-[された「ぺγμ:管;cl処罰}条例 lにもとづい

て、 (~fik なHlJ耳専1' 1 の説悼J土公女流言司の枇格に j}~):られたとL う市釈があノデ人

:可~;~ーの回世につし A 亡、当事者の巾詰;ーぷ.，て陀柏すると定めてし tノ::> (7朱 1

1買いしかし、世与で!-rij出に当事芸がtJr ~吉 L てい長くても、調停委員企は斗ら

の恥憶にふり羽停を'h"J、ーとがで与ると規定〆ている長'2.1員)μ'0 ;;16)1干の

法的効刀 J ついては、 -0J条丈や設けていな vλ~4 :'.jド ié~UJ ~.ヲ"1 1. 、問主二条 i引では

罰百件委去二会の i干乃も〉ご造成できして調停協議(二、当事者が隠1'，'1 なi;]しはやな

りない}いろあし 1まいな条文を設けた(~;条 i

荷停委民会と J〆~;{fおよびU、九ごと σ 同係(::: ---)いては、 ~A年泊五IJ と !Pにくも可日ノ苧

委員三(j末端人民法院と末端人h'J主 fi] v)j主導・監督者'受ける t 北疋~ん (2 条

い'Q)"そ(T) (、半端人民政j付およびその派出機関は、人民訂作委::=!会何日品

市動をγ;;r辱し、具ノ本的にはいIi長信杭貝也員]がぞグ)責uを闘う τ定めた(2 
j来.2J且)勺"それに台わせて、 ~-~4年Jr吉日1]'じは l 市町作がf~*~ ・ 11、 -!:;.-i こ直らえ 1 た同

人主え

"町 1<j'，!~-f ~，州詰の，ijl:l~主 1

わ "A'fョF.HiH国1やり、 ¥1)日J) 5 r.=t c 

にこの成曜による前;↑7同始がI足ノにちれて v、ることから、羽作委l寸会lょ日ら紛

争を先立:両佐をj子うことやμポXれているかの上みである 紛争が深刻化す

ZJtl 日百円fÌ]j -}j-ú~ な状設において7f!::11I-j-ゐ二 rがさ関されといふのであ乙 紡ノf干

のIji.E8ヲ二Mには、調停岳民会のH々の情報収誌がウミカせなv、 こ引いわば紛予

1 1 1，;明主_~~.ln動は、 i斗時に\11税 y スヴムとしても決能--スるごとはし ι うまでろなし、n

りしかし、 iロj:長~ J自では、協議に1、らず、または?品目玉が成"した後、一方が

対立L，/.場今、末端人h~ïffr: r~r i..~ 処理を求めるこ}ができるほか{今、人J~法院r

提訴するこ〉がく?きるよ k~'ïÌてさ Z していむハ Æ~l 合、が乙7 きる〉いう白、;、おい亡、

うレなく三も条ヒ上 Cl玉、説停協議には法苅効力y川了与されといないと併され必、

七 1 民法椅引見 (1)職務につい亡、 1981年j]月】こ司 iム Gl~ ~，j、 j守口、椅仏民工作判氾;.W

)円。1山
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件。〉足11'_'は末端人民法1ーの栴|りさであったカ(，:.)11年通郎、~;長人 89'"' 条例で[土、

〔第10条1 、政府による人民調停への指導ぞと 屑Rホ

イじし、燥化L，/.こ""えよう ο

以上を総きずωr、;)，j平JfliD:J> Jtベて、間記長外hl土土にl辻、 つの%:化が

あったこjYi摘しうるこすなわら、人反対停ア完売に対する行政の勾与がl庄iじされ

たこと、人民~!ti;埠協議[よi:t的効 }J，0，' Iある」といっ訂均に浮動したことである{

行政"1 うが説化されf引宇t~，t_ L， -C :.i、 「行fY庄である苛ドヘ柿1iLHが、也接t 人

:三百司亭をおヲ羊ずる」とを条えによって羽任1:~たこと、恒、人民主可停が民律・法

人民政府の待以となり

;n" jE:~寺去に j羊反した際;ここれを是:するほ民主人足yJ、九ーから人民政イ少に移した

ことがある また、依に公平i:/ l.::9(メド苛ti.t、によって、'，~~)人民五時停妥員会による

Jf;，!;~:に対する五根向 -ti 干尚も紺?に存子、され、そのそ去辺機関 l土人民政 I{寸}され

た仁川c 人民調停長員会内調停活呆に斗し亡、人民fk:tfがその是:1，を判附γゐこ

とiこは、人民政討にふる人弐調作委民会にtすし亡折¥干の意恥作1、があると県わ

れる口また、人民投;H(土、ヨ司AJ子主ど民会と，，て、後ι人的、 fえろ目的有希であ
るこしも読み取れるであろ行。このように、人民荷停委長会を人持ど山jiIシ{¥';邑

定をさ'~~m L，、末掃の行政機i勾に芭刀4れる可it江主埋民主E人民出停委員二;cC)ι市訟を

苛珂土之、こ炉、調停に対 L'( 指弾、 1;'干子、疑義のある吉岡 f~への参加lな炉を Jじめ

た(:3条 1J酒、 2T員によっ七、 μj{云惜ft民の|対与はおイl条例(i)ilij ~こも行われ

どいた とゆ年来 f列はそれを f自主J したにす ic~ な ν ら

日これ"つい ζ、田中，fj:j三は以?のように~~摘している 人民泌氏が「人民

政，1;+のにう¥'' .~~'-Í.~者か.'，の中 ;'y -(-をまうことな、、みずか"';一正体j~ ~ご k lE --t る

権限をわ伎ずやニ三はできなくなっとわけで、その分だけ人民以;]守J)指ヰ刊が

内まったと引 ::::1しうるであろ弐 (W't1信行 吋Id母~:;-: G、け000:，6 t=C s -{.たに

市 I~/í~ ?れた域1J.Ef;宇訴1一三iム(1991)の中では、 l人民調停委賃金が民間粉与を

両生したl祭 itff:に述反 L_i二場合{よ 人民法氏がそれ£足正しなければならな

いJ I清 1(-;$:~ J日1 ど規定をE互いfが、つだ「去には、これはほーん一行使されて

いる、いどおJ商「る11)1究があゐ(二二品「吋人民両firt原則作為民事訴訟長トJ京別的
t]J~&l)T::治子 j 見，1-1会科宇版) 2003 :/~ iお9只ご

何不月1; と三れた寸?交に釘する八;ミ政府日前町どは、 ';6:~がてヲミれてからお EJJ 

内 t\ 当事省が人民仁王 I}i~ :，'.-~I手え-t'Jt起しなければ、法的効 ;JがI1 ずると共!'.んさ

れ、半端人民政lFTi止~ゴゴ昔の巾詰 l よって執 r('r--，~ こ〆ができむこ定め七 ω日

午緋法第ワ1 条)，)な五、この人民政~守が、人民詞淳委只 52tニ;;-，; -"る L!J立七を受

士唱する+ihfh(王、 ;11入峠おの下級 上級人民調停とし寸情TIに主1'!tlしこいる J

II:i当日7(2';)14;只2fi
J
 
I
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"町 1<j'，!~-f ~，州詰の }jl:l~主 1

づける条文を残しつつも、行政0")1勾与が強化されナ二三がよみて、く川手伝j唾日I1に

つい lこもt目指[たょっ l二、 l 人叉調J告は校合f内な J年格H+ち合わせ Lいる」こ

いう結バほか、日日午1矢例(:.もあてはまゐことになる

調停のfi-::I内効力について、約年条例が引去される士でに学界一戸l土にさな論争

がまさ起ったJ;'/ Eミ終的には、 89"五条例におし.J 人民出停dふれ?)法的効力につ

いて明曜ミせる予とに寸ムなか勺た〉しかし、中く同 rとふ ~Zi -j なかっ七月4年主

DIJIこりも、「、~~ ~-者が間行 L なければな九ないいづあいまいf止条立;か liltけ、

5，1午過Hljよりも 効力があゐ j 乞いう H:i-qに.tJいたこ乞は明らかで法ろう ま
た。 HR干者側からみ c も。;tí~l-:千戸 íL:ó~八氏 J)ON と人民i主院の指守・仕官を ιペけ

るため、利性H言は調停:23FdE;二王ったくγ、伊J効力がないこ包E在しているとは考ス

にくし 1 そし C、:1、的対力2は開係ないが 訳千円安民会の惇f)x:H~， Jth ベ村の組

r2:的会人物が多いことう、つ、紅会的生 I十力により、::!::辛d に調停t~b誌を l1詰干さ

せる'7三到〆Jな詰l沢-J-)ヨ羽まると桁摘するMfヲにもある附」ンムl:r:.!叫力につい亡訓争

l なったこと LI 体から判断すると、言明日待 I:-~;':-t: f'jl'1効)Jを持たせ、本半、 ;:;*=1いが込

理すべき紛争を人民間f字削l支の娃坦に委ね、 7ヨ代われさせえ[)(いう思考|υ1'[与が

強¥践っていたこ

ト:命令ク)中日じされた論文は、後、こl↓lijt人民共有JC'Iドj法部が弓992":に溺捺し

た lr;-~::::]μj日、'IJ政i':0珪;ll0-iF夫日え に拘載さオてv、るハとりわけ、 人民訓Y停は大

衆記総が3丁う説停であi-)、 UI')忌忠に長 ~J ~ W~停 cあるゆス、法的効 }J を'}):

ゐべきでない2するー:長 (1jI -l;t:人民共氾何百rと郊稲川!同司法行政的X[~;;: 守主

trk Crjl~~t'd去ノぷ芝山版社、 193つ、 löX0 日以)頁[執筆 ]維な1]、 l印日頁[秒、

詰 終H~; )、へþ: ~ì~J 好品fE["[0)法耐え11(立を同め、紛争を{，効に処理すると[刊干に、

需~{.~委員の前: î刊?対寸るや ζjf示、長引去出仁、会民会の活動〈ワポJ手メト ~7:めるため

に、日~; 1，.壬|高説に法 I~I-~対 jJ 寺号えるべきとする王張 iH L1り川口、、-:h:tlヰ 三i:iH;l九

段iid灯、 l品川 1(-;91頁(執主主 信者11政 l、祝行一協議舎は判決、双72のぶつな

法的効力はな Lゅよ、 ν かし、 F1;}当事内の:'1::r:6，，1よいつも μ ごできたも乃であるゆ

え、}，;半契約であると辺解すベ3とするギ，)":jcj ']092 R 1:次議 張久住人 1693

頁[宅1，笠=賀好巧J などがJj，:いていとt

同子刀川幸司'1'川jll;士乙、 i678

Cりこのような区寺;口i路が続く限り、人工乙試作い;1泊効力企ザえるのは、ちは

や同lHJの向1止となんろ この存えは、いぶいよμJ;:主叫が2仰ヲ午に I'_i_¥した人;又詞

件;こに1する夫九ì， í_í~σ) I '~こ切れる F とに:去る 玄 f自のお三幸一c議論するこ

)円21山
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4 小 f吉

tJ.tでは人民調停につい1の条例・ tJi:，1: 'e-~:!.l! 時代、 ~)4~J也到、出年条例の

1'1匝;概測した吋これま Fれや浬をほまえて、が)イふ条例まとのへJと;J:'j停の性格(/) 

涜化をよん|、めようにま少めるこ〉ができよよ

ごつめ時期における人民州予制度;立、いすれも複 (ì2'~ に つの払格、 3なわ

ち行j!~(:0件十字、日民1:治l咋叶情ふ持ち合オコゼていたと L ミマ 10 総合I'r!)な引いを

J寺川叫設市i!i.(之 (J 、;~ヨ 11寺';þJ-Ci.土、険~j手L1J.1 ヨの 1";禄羽 1;7 乙つような月 I1白むな珂47

もあるものの、基m的 f こ r;~ 1Fk!J~ イニシ F 子 J ヌをとり F5怯的 f 二刈皮建設・這'M

を准め、いたがゆえに行政ポJな性格ち〕主い 辿存川:-1iJ';:'!立、人民J，j停を民会が

であるとした条 iとや才句;久 n'~とのイ二シアアイブによる出:j

民への転換を 時的に試み l.~/Jf 結果J~に「住民自治」的な市町民 l二b、換し l." ( 

i二考えに fい 89午条況では、たとえは:'e-I"Ji'主楠W;ctによ令関与4ごと οょう:二、

f-TFk (こ 4 る悶コヨ宇l え U~j :こ >i~均、行F丸山な'1"1汗刀、 {-l して強くあらわれた7)\ しか

l、辺lベ111"却の行i主的 J二シアテイブにぶる活苦ではなく、むしろお等やE主将

〉しジI ような後見的な1d民間う ι刈唱Lζ うエしたハしたがっ仁、元1J研究に

おける当日会制度区青っけについ L、主17A、賢紋授がj↑lJ高したぶ入 ICCJ制度を-FfJ{

H~; なものが、{:l:K:月治 11') 令ものか、という ?，[":}1<~:':1 ~，-=~+鈷サヰJ 干とは妥当て

なし、こ士、われる。

保台Lつな制官もをf下ちつうち、 fJ状のイ ':./7ティブk"，cる組織主営{立区)

から、住民自 {:'-iへの転l問 (5/:イ|注目Inが試み"，した附、出(主、主に ;:~J， t つfJ、与

えられる υ すなわち、 (1ノ政治的瑞境と必童文相1;itij i支ι)，)，態でめる '，1:';Ì.:~i l-!{町*Jjご

は、戦争に勝手せするため、人民調件相Ijr-支紛争処理の再ならず、紛争処理活動

をiffiじご党の蚊17(コ「千九、人民i7)品目、イデオロr fぇfL な什のJi-!{~-td~なれ的

が，童く町?与さiv¥いた。しかL、建|引を、 1問<':;にqjjコj という緊叶己主ド消去、

問主 :1イデオ u←ドーまがじなと人民調停に問-(']'~~マいる役ttlJの必tzfもある住}宝

弱まっトヘ ょう先行珂ノJEl 子おいても抗告~:されて.~! -1::うに、辺 JX では、l']~慌の蛇

出合ど司伝山j段ァト苦~<不情巳ち/、と}そのよこの t こ法定が処」下「べき紛争を人

氏誠停制度(?)'~l1~平に委料、肩代わりさせる切ヲさな必要性が品コたと凶、われる"

また、紛争処却の質't: f{:;~~-9 るために、 frif!<中日が立を誌七三it た J 立ヰィ.~\ム弘、

::tャ法院の枠怖がJ~ ，A 人:.¥!.;;川持が司法引iえのノト備を対iう七め(その 翼をJ豆

，'(1 j令十、賢・前:!{0l、人 1691::fc

II:i当日'/(2 .;U2) 只2~



，町 1<j'，!~-f ~，州詰の }jl:l~主 1

うと 1、ミ必要性がある科度低〈去った〕そLて、 89年*=同におし ιて}斗ぴ行政的

性格がらDI くなった l凡人とは、 /j 芋開校:二ともな d 止、粋1よIJJ政がィD.jt~ になるにつ

れ以ザJ~:比べて紛う"が多発するようになり、「殺1~J ずるケースも増えたのそ

れ:"~ t~':，仁、j-，ム t: ダ〉に、 iJ 政が人民調停を介〕て社会秩序グJ維持を司ろう1- Lた

かりである。このよ λな政計約l需品、裁+:;止j変実珪の変化ベコ経済Jjキ主主しつ交ftに

i了政1'1(; ヵt-) r'[ャ氏III古川」を粁て中人民税停主)lj主的外情の 11JL、ちょっ1、

rY ~行政的」に!口j却し丈

人民調停のn格の変化}三こもな~、ヘ民調停協議の法的 -~j]力、変化〕てきた、

すと主わち、立、LJ'Jsi1J)Jか有すると幻たする二三心川えの点刻ic条例 l かム ，'1、

市教刀に関1 る条よ??2;宇な vミ{九4主ドコ由民IJ! 手がて、 l当事JEが綬[了なけれ

ばな白〉ない 明日午朱)1;;)汽 1，' "Jあいまし寸話来丈をぷ口;;:J(.:至っ f。 しかし、

:bl一度が終佑惚合的な十 f告を持ら台わ什ているのとHtfdこ、調停協議。/;:j]力も当

E生時前;こ調停;1b誌に実際に{j、的効力が r'jh-:;たー あるいは lなかハた Jζ い

ラ二とヰiiJ、首:するもりで:土なしに

[:j -!t(~:.. お v 、てあるよJ 巾肢を研究?るヨ号、

(;;: ~ ， ~させるよこが犬同ずであるーしかし、こ的よ λ な「法をもって'1'凶ク)

法制l支にアア口 r-寸れば、スレた像がず主てしまっ法れがkいにあると目、わ

れる。つまり、 Lド Hほの世界で:一工、 15 くの場介、 l ある」も~くじ l なしりとはっ

きりさせるこ:::jJ~'EJ婦である"ベ中国の1.:、flj-Ij l比を j ，'.'i6W.-t-除、む〕ろ「あ'8.-1

l ないJ を両端と"る lつのE主将!の のどの司にあるか、というアプロ ヲ

をとるべきから Lれな v土 二の三三現方法に'lj]，ごこれまでの八反刻 f~;巾J民生還

;二三 i れ A杭夜の住格こ ì:'f~~()効 J;の変化Uj イ λ ージf表せば、|吃 1 と叶三が示すよ

まF、152亥告:1:えの性f千い:"U、的知Jカを

， 
〕

7 よれような甲山U~ (l)状主RA 、 ~;~ì+.貢救Jえは「中fJCIンjのケブデ ンコン

という表?祉を!]jいて、lITif法~!0 なアフローゴによるヰ::i:l i':tfl止究の五界ぞm吊し

(;i;令ン;~~-t 11]1伺び、の思考様式 グラ T ンヨンu'JiJ、文化」安111:，之・学11J佳

k縞「アジア法m充の却にふ也、|三(成立皆、武川ら午れわ子計一]口まえ誌に，.;:f~ ~王、

法的知h~ と法 Y'~'~f:i域、法的紛々と村会的扮、{主干宇家三ヅド法伊家、 王的立i:-))が

あるとないなと、内引法(こ;3いご峻jjlj包:i~ιuるイのが、中 1'，11こむゾ 4 て f与しろ

I iltl毛」 していると」引荷L.l，_o なお、 f文民泊続下l[，/、 l中|オぴ〉子ァニ立とは、 t，

まだ日口 ι11界と11、的'iJ;j或が主役なく地続きドなっている」〉いろうう析にワいて、

鈴木官「花束アジ?ほえ化同 市華人民共和匡と中Jレ亡して」 比較}王-111十字::60号

[199SlJ 
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調停好き神話。)J'JJ1J真"1

|叶Iとい([2からでもかかるように、人民出停の効}Jの右 llilは、行政的性格の

強ß~ と軌を にしている つまり、人民調停制度に問L亡、法的効力と制度の

性格について、行政の|掲与が強化された場作は、法的効力があるというん向に

格動よるとし寸傾[，せがあることが確認できるつ次主主では、これまでの人民調停

利用のデ」タを分析した後、約三章において、果たしてこの傾向は、 2002年改

革にも当てはまるかを採ってみたい〉

北法57(2玖)り)821 [176] 
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第 2章 人民調停と裁判の利用の変化

ノト平で l之、ヘ)(剥件 flJ川作散の変化、お二び1'-~事紛?処iÆにおける人氏刈埠

(-iil~)~山手続的役割分包の法化を究明ずるとめ、 C" ¥' ハ (J)考察を1Jろ l:19開

千下かり 2 叩，1ヤまで19/~，;可の人民少~，;"予汁月-; :-:-i泣<7)結-;:T j'~' ータ， yj}-，おfし、，刊予ぴ〕

JW，い手、 )l~~rljl件数13"'ぴ紛争勃4別の干I)!t件数にいかなる蛮 fl;を正じているの

すjミ在概翻すと っし，-c、.:2¥19刷、1iてから訂)111'"，までの1(-i-1f-rcl~の民事訴訟第 者の

利用状況ヘ ヒ"わけ中日午!殺の控得、そ白川'J いj の変じ、終局におけ..:~，判決乞 i全日

訊汗(訴訟|社説停j の主主:'7の変化をみるハそして。%以卜 つのデータを総合

し、人民前停とj:(専レヰ訟の役訓告]117)¥ この:6:::::":'余りのJAJでどのように常化

亡き手のかを碓認する !長後iこ 以!の コの考古手をふまえ亡、人民前停の利

用変化についに、最も特悦約三，!(われるいくつかの紛予知lL1をと i)あ灯、人民

~~~ {，宇こ裁1'1)が*たすィ生害::~まな立すノ r.l〆たのか生絞勺亡λるつ

なお、本節-c;*~いられてし込る以j表\'~、いずれも安考資料としてあげ心[表 1
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"町 1<j'，!~-f ~，州詰の }jl:l~主 1

人民調停制度の利用状況の変化

調停委員会、問委員、手J]用件数の変化

人民，kJi子市JJ立のj二c，Tである刈停を上士会泣び阿12員数がとのように変イじして

r支4'ででてきれている上うに、人民調停委長会数l土、 199

干の10-1ノJ<1' r~i をピ」クに ν て 4、その後199-1 ザと+叩G 十;ニ

手作句入、:<;'..1.，円F 吋 '.  

ご -1) .~円丸山)

時hすかlこ震えた

ものの、ほほ午ミ杭仏、傾向J:):"~，'芝げて主たド 2()04とには、 ~986午よりも少ない問

J Jケ所にまご減JJf これは、ヒ ク持の1991:'云J一二較すと Jて19}J今所も減:!->

したこ三になる n

人民調停委員会と調停委員の変化

人h:~h:停委員会 l ロリイ ['.1.-[;じ gtiu淳委員 問イ]'-:.:C[j-Iヒ
D前年 9~-j {' ， r~に9 : r;， (出'1.:-;49

1087~: 980 3円九 ソ37% 6 円~， .813 1.05% 
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1000-':: 1.020，537 仁川% 6，::;56.191 u下士 dワウ'1%

l'J'Jl字 1， U4() .:~:l:; 1. Ck~ 対 。!日14.U;) に完 H%  

1992年 1 ，l)11 ，'221 2.80% 10，li引201 2.5i% 

1993'" 1.007，93δ 0.32 ?。 9，765.G19 iJlS% 

19iH-!f I，U09，iiU7 。1:'% り， ~)97 .616 れ5 リバ【 U /η 
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研市ノ

は停委員の数については お山年ま、戸は、ほとんど変化が恒 Lコれなか Jナ。

ところが、 1990年:よらお万人じあらたのが、土091年には 気に日以1万人にま、耐

え、前 ;rill 比二でお :7%増を不 L、~(;っし、 i::1山川J;人を3己破し工のとこ fつが、

h して1997平より減少しはじめ、ヲ()()z:年 t は;;]zLf] へ t まで l:I;~ß しと} u 
」

J (l) 1996 ~と)"較して 200~1 伴では州淳委員がT ノilXi、の ~)21)j人まで減ったこ

とになる}

吾3司f7-''t~ ft会あfりのき号t.t;f/jについごは ;991牛頃調停安民数が急増Ll:" ~青

果、、表，で不さ1 ているように、 1990年(，，='1;.Jt6.1 fであぺた組織あたり人

数も、 1991午に 気に9.:)包に増えたが、 1998/'::::あたりから下がりは乙め、 2004

4iでは 相秘あた iノγ均 G人となっている また、 妥員会が 14町に処理

f平均紛争件数は、 198(-;咋¥'，-は平均'1.(-;午ぞあっ丈 ，Zの後続やかな減'}'傾向

を不L、京時j午では、/J:';3.2f'1こなって lλるつ

ji~1停委民会の訟おぴJ廿い干である:司停委員殺が1991:庁、 1992年にピ クに

瑳した背景¥，-(三、関与条例り引 f誌が渇係てい之JとdEわれるじ

減少L泊めと1997年あん i)(，:.::J、w万カ;}I-I_i)訳f字組iikbニワいて

叫予

川U宮司"J'こで') ~ 

がfわ

れたといわオしてし Iるが、はたして~梓但]刀、 v、かなる Lことを.Jnすのかはィ、射で

ある "'J 1998年;こは汁人民制作委抗令が9.~-jH! ノ" )白l、企業J、の可:1作委民会が

2:3.513ヶ所減少し、件1，;/、I:u問停委員三が:2，2867所I首川lしん ζいう刊{があ

るS そのl京国いついて、 L r与j当い五いて、区が撤隠され、 )EI;の合併[扱区

デ.a~/" でい乙ため、村民品作委員公も jM:廃合計寸によフて減少"た、己)

全さ吉の i_~Z組 合併、 i到1;+[中ム市:j、京:イ1[:-，kiJャこよハて、企業内の調作委釘会

のf;kが減少している」という九

l前年出I1ι」の算出方ιよとは、(ギ年J吏 前年，I:';i:)/前年岐、 lある A なお、
小数円1)，-li，H;'手i'm自ヲ Q<) ブl¥|づ隊l
じ当11干の司yパ部長であう?奈改は、全rc司法iJ局1長会議¥!リDO午 月勾 I;i 
において、:)s 品古1I当ì ，法右政 l:t7~紘;主政局帝7E干 u官立tI整版以イ己改羊悦iii 

新的買と制する市川を1ずった。 -("01:では、 89年*=同に基づいて、守主全な

八;ミ詞千7;組絞を II設することがお守、され ι いる{宮中 :'1μ 伴年JFu~ [H19l].1 .前

Jど1七1、7::;3fU。
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"町 1<j'，!~-f ~，州詰の }jl:l~主 1

人式l何停にず，ら止まれたや;;'-'[1σ)~f':打数 1 1 )(ニワいては、〔去 ;.í J で小さ 4~'-C1.，、

るように、 1990年の l41万件会 J ーケにして、土仁仁):~年にノi'I呂に市えたのを除主、

勾;ィl→り川用が減少ずる傾向を呈している。 2:)(>l{;では;1:ノJ件まで減少し、 1~)9~) 

芋のピ ク:j-.'jト比較LてそのヰIjr-けがえり9}i{:tも減少した}しかし、人民調停が

処理する初予は多己多肢であり、と(7)I-f汁

明確にすべく、 i1iで:二、紛争期4旬に人民闘停利;Ii状況の苦 itφ 込てみたいl

ヲーなわち、精照不与三、ゑミ屋・宅!Ul'敷地、↑吉務、斗虚径五、 J員吾02'jiiシ祐弘ie'l 

表5 人民調停の利用変化

「苦x(終片) 日11'f-;え比
]開ιc 7， ::lil7、019

1987~ tJ，9GG，O::i3 11.67% 

Hl芯己主 7 、 ~~:ó ， l 日9 4山部
E培9イふ 7，3'1:υ30 1ム8出

1 ~J:JiJi!:. 7 ，~1Oリ。?，22 :i. ;13 円。'X)

1991ι í ， 12~).~;2 .J 3.8.3% 

刊にと 行、L":-LZl)り 1''';初出

1 q~l:) ι ()，222り:;t-j 。メ1%
19~):1、τ 6ヲlr17ヨQ l.:19時

1095-" 6 O:~8.i1S1 1.56% 

19側主 ~i 1 8C~. 2:~() ト"ー':-1'，吊

1D97-: 5， ，i.1B. 1 (i心 '1. ，16 ~三

19山¥.4: 5，つ6i.g)，l 4，9式76

lQ0こγ 5，188，6116 1./19% 

2(J(同年 ~-i 1 ¥J;ぅ0.619 一1.(υ1:;】 f/V向。

η二ρし"町ペJ寸l 川 l 寸与り0，6~\j q五iy:

つじi02c .1， fi:ki.1 ::l~) /1. 62;'; 

:2U(i3l;: '; ，/FJ2， 137 3.: 1 % 

三\)~叫存 ，，4ょ4.233 1ι3対

人民調停の利出目数に|羽子るデャタは、山々(n調停委員会が記録L、 ~~y{iJ

E支出』こ旧日iしたものを μj法部が統;;1したものであるハぞれゆえ。需t手な祐司iーで
も件数と;て主主人する場合もあ九 i1，1II]方で、 i江見j幸む救l乏が指摘したように、

1委員iJ刀 l氾おγ残すまでそな1，¥ ~判 :flf1.，たものは竹人されていな ν、 こ2も

ある l\市比祥JJ~ .日おか し山頁; さりl一、人民珂付つでは二j卓音:J;BJj}';;~ がiH

されているため、円こ平れがくり ~L討ち込士 ;cるこ乞があるため、主役して

カウ/卜されて l、ることら Zちり λるー

二日誌57(2主治)811 )同1
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係であるむ

:21 紛争類型原jの利用変化n

〔表 -1J '.C不き1していωように、姑対 J永品紛争には括判俳人相流、扶養、 J水路、

その他が含まれている i~υ 掛川家庭 ~，?j -'1'1 I立、人民示|停が;:12λ亨刊の'1'では、終

~~ï )、きなυI:，)J、を占昨てミだ{目前年:二;二中件前4【).17%J:):"占めており、 20a年

でも k;.g;J%}--:な~ごい;:)"Lかし、千IJ吊件数に Jいては、 190(-)T-:l)2q4rj件が、

りり03午になると 166h!'iまでに九似に減ったことが位以できる 3F??に、 fi.+}病気

自主紛干の土語、仁も、係姻紛争に院 jるt'IJliがほも大き公害IJ{?をrJ.iめしいること

がわかる !A¥.ft:t.:京ミーという枠杭チ起xて、人民前停が扱うすべての紛争7)'c~')1-

f場合、婚応紛争i土1086午ヘ反訳わが扱っ f すべどの紛争の1(-).7にちjを内め

て討川、己 ウ時の 199/)午ごは刊 ';6% にのぼコたが、その段、 j~自主佃 [ÎTI を示}、

2003年仁は16.14% にまで落丸山らだこ金牛に r[-î め之J 対 J7iこつい C~立、 20U3年

i土198G年ときはどをがないモのω、事{〈放はよさく減心!ているじコま，)、 1%G

~てにぷ(.~る婚姻に同わる宇fj:: ユ l22 庁刊であコノi が、 200:5午ヴは、九万九にま

c減っている 校受~.:':: I討する紛争処j唱では、品、什紋は1086 のの万什かレノ2003

年の33万件¥と減φ}たが、人民制作がt吸ったすべての紛争;こnめ。割合i土、

逆 :._~[)".~3% うら 7. '27%:.二甘えて 1， ，1"こ 2が確認できる ド'!!IJ件数が大料， -減0'

Ll= I泊の紛争類型い対L亡、社l'売に関わゐ下手芸とは、ムヲ剖平のおノJーか三、OU'I

i' (/)烈}jflへと引開科、fl設がぶ i減合すゐ i; 仁、企体に占める制也、(，(土j主に

:~. ~)9 めから ì.;1τ% に増力E した干とかはいさオ1 る υ

必必，//煩Rヲ家5永M、~r;:旺工紛:争P↓1ωv十いU

‘絞常"勺;に}コ山し、 ιbは土、 J9g(-i年の71与i'Iか点00:1年の41ノJ刊に減少じれが、吉リ

tJIJ述[たように 2的 4年からは、統計の去三了、の仕)jが/変わった そのむめ、

以「の類型'C1jのヌ!日件数の世↑こを約介.;-rí~) 際、立(川年についてヂ タがう才かt，

4:いJ号台、ヨ川:3';"ドまでとヲゐ{

じ2 家z宗rと{はま、 口常/ぺli治;σの)1川てで主、 家扶成民刊間jに走起]きる梢紛'}"[Iをゴ升可す ¥立写手 l川?三.是鄭
| 千 『民問糾紛言調副F堺'fl-~長忌+村千 (王草塾i込主"μr救 7山3版以全た一、 i主中的L日)2幻)16“j辻1-164貝参司哨f汚¥)c 1凶9内9山i年
拍rら》、 従予来長σの〉
σの}川1也削Jのj頃耳オが設lけ?らrれL仁どヲ。 i>l!J者の関係は不明であるため、紛'JI類主日lーの考察
では、不足J と(その他]を;;-，;象から札すこととした、

t:::彦経紛争とは、住然人こ自然人心湾、自然へとiJ、人/!)問に、左右j辛料

1，87; Il:i当日7(':>2[;S;只0
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れでは198G年(})9.93 ;\'~から 2003干の9 .-19% とさほど交わ η ていないー lc:~賠償

紛争"も 1";徐:二、 I照時年の[A万件から~(れは年の，:JSo万件とやIJ:I~'ï;1è少[たが、剖

f、はi.ß% から 70先とはどんこ変化しなか〉た〔持続:;!;J~;; l.~，:二、 {t数は阿保

に;jRhf干トら79hi4へ少苫十川つようものの、割合は迂L

唱えてし、る。なお、 Jつこつの新耐のし ， ~rj:. も、

9村民か !~);í ， 99%(

U利用件数がi曽川 v た役、

減少するiCE同をノj、しといる"

け利用件数が増えて小九減γT ，二，，~し 1 うイ害防7 在不しといふt:( J の紛 ~'I 類型

}こ対〕、ま忌 右足教J三 l'ノ;尽たf在地J":こ|場わる紛争処叫につい"Ci土、禾'1

用が減古、タ之; 方 cあヮナ二 1986年;こは lU }J 件マあったが、 20~;4干には 〆?え
ア

にド分以上の4-l1方1'1となり、ヤ1t，-に内める判什も1日16%7)九日 (l:i%¥二減って

上、人、 U ハ

王f二三立に、利，cjjy;，j円1JW9'-る似 fl}を不してt'る紛争 lB!.i~l. もある 例ぇ:工、庶務13

;こ問わる紛争(l)人民調停U)干iIJfi :手、 1986年にはお}J洋であったが、その法令増

;. ~，Jë!， J、一刻64'-と1999i.，.:.:， は4ぷ方f'Iまむ I:.~ j~t 十 \'i を ~，Jë!'↑てきた日 ξrう段、不I;fj:!刀、

減少L知的、 200ス年では112万九まて?になッんが、害合IJム986乍:;，i)/lろう%に対 L

9，13%¥とi官えた「

活動の中で、れrJ:t権t'iーヰ11主主i問7ふ百日習をめく)--(発主しt'権利、義l'j);，河
ずる紛下でめる、 7子f 挺・鄭ι己羊i・前桜山 1:2 、 18~ Ru 

4 損害H古債とは 不;)オJ為または伝治不緩行によっ γ 、他人の財泊三、人身に

JW.百余うえたこ ζによけ生しる民権、十点1専に院する紛争を指寸 )r;r，~ ~:.::J柄ほか編

'l':!、明辞典~ (¥ -i可詐菩WI版折、 ヲ8，j) I刊百
υ 小H%で司係紛争シ l立、 iェ居がS~}設している関係つての向で権利のl' JC~去、義羽円

屑r;にあた J て'1とるi¥i}争をJ守す、写'1挺 邸玉辛.HiH品川lえ 13sn0

わとと件経常紛争ごは、 1990年f二fljJTI刀、νークに淫し、損害対世と相院関係止、

1991 i.j二に利!IJが〆ークに達してt，と

7 ぷw. 宅お。敷地給?トJ-:(去、ヂれらのノ小草ノ~:.&(，よ院<);~)使用、ベ用お"ぴ境

界右、〆ド|見 J!.:~ -~'-る品、争を tt~hj'--.( 写生j走・部玉キ. 'lijl1号I土，0、17:?良、

お l'1 fÆ紛中と lZ、問権者三内務 t~-O)IむI.r宇+IJ(?)行 1主と{(;~率的履 (J に|勾寸る i

争をJ旨1と、 般的に定義也;1~ιuるが(今生長J 部;庁 前jlji主u、2Hi貝】、

モ γ 、私人|日!の全然ü~'i賢治f仙であると思われる-古墳紅況の発民(."")れ、 fさ村

7，1;では、 ~lι行:丹勤が所発;なり、金銭資iAJまま?ま「増えていむが、同日;:

それ}こともなう紛争も!¥"i力Lして、ミる(中回μJ;:去ヲ001+11矧55Q)にこの点につ

い亡、部巾 0.r~ も !μ1携の羽象言法三三ごいると己、われるハ

二日誌57(2主jl)割、サ :188J 
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ruをまとめると、 19SG昨と21)(1.3{-下町一つの時点にf札、て、人民1:1司停の手IJ;jj 
変化vヤ c，いて、利上j件数と害J~~tがともに減γ 、た泊 n~J は、京阪・宅地・ l数 l巾、

ll:j萱 E 径とJごある 利用件数は乙叫んノ、したが訓介が噌jJはしれ京型は、絡網、相続、

扶養、説者tr:"，:台、相際関係「あいその口でも、ノト1絞紛争的千IJポ科教の減少l冶

iz長も小さ"'e 刊弔何故と対行ともに草加 Lた1:n苅"は、内務松"'fl-r志る。また、
結合と不足・'C:k，・玖泊以外の効争数以 C!土、悩こそ立があるむのの、いずれ

も199lI-'1てない L1991苧あナりに利用のど ク刀£あっヂ

'ト体的に利崩勢、かはィ1 すゐ惇i[ti; を示している中、 J、卜の I~gJfii !!l~J. 引紛争 i主将校

Ü\;~ 交正化合 'J、したこオなわち、 198G'f と Jtべて 2ω4午(または、 2(\( は存、) では

その示'I!JIがはぱ 1 執した'1\輪以扮争、乞'~-u~.主i:l也.-f:z地紛争リ士た;ょ逆 iニヂ1
[[Jが増加する{l:Ji斉]を星しと1，，;;>).ノイ責務紛争 そし亡、利用1'1'数がは〉んど没1と

していない〆む情絞紛争であゐι このよういぜ自主によコてなぜこのぶろと主ちがt' 

カ牛 lたのかについて、 4:ciiJにおし、t干のl県ι引を検討するつ

2 民事訴訟の利用状況の変化

民事訴訟利用総件数の変化

人C:~'HC，:利 }Iiûコ沙イrの意味々考える託、 μÎ;R'}~;の司トlf、和 :IIIU)状況と Jt較する

ことが fn2~表作と Eまわれる。~;;箭では、人民両伴干IJjJ-j こ対比する P めに、 1 日前

年かレコつCOl字ま Fの民ゴイ訴;i、第 審の手Il í[状比の世イとμ-~) ~，、亡考古さすζ1

[去ぷにあゐよょに、 198f: ~1 ではよう之主証言: 常的終同事Ylfil士郎ノjflとなっ

9企尖問の紛争(二民事紛争l属するが、巾回目土);:1J0'W 訂正t~Jト ;;l-~ r友111，
LI統百iされ¥:3た 1経汚訴訟 J につい、は、人t:，J'1汗で挽う扮ぐト乞出帯が

?でなるため、考察の対象刀、ιコ外すコ持法訴l正、とJj':'Ii百ド;T~~ との涜 l 川勺 v 、 t i立、

木II~iJ :lr.~:弓 鈴木I't 目見浮l菩ョJ:;1I'¥:中!下Ii主人門 J誌引民]巳治安|婦、 2今(3)3m1 

頁参日亡、 工式 L 、 2ω2 信Ll~if: 、統計の方v、が変わり、民主ー土nfFK 経流t'jすは民

的事予刊ししに 1項目に三どめつれるようにな「た口こ (7)ようにD!uつ示以降の

フータにコ>，，'，ては、てれまでのヂ」ヤとの比とな古川、，'1 だになったため、よ℃ヰ~::j

一番のデータ分析は、 198b年から2001まととする υ なお、 2002年と2(川:さ年の民

事抗-~rヰアータドコいては、当点.{:'.fえの L己恒1法律 11-' f.世 γも絞ミlカl記載され

ているが、了巾同が~ð-:-午毘ーは、!ii型 ~Uの事行数など、よ 1-1 兵外的な宇 々

が記載さ札ている (200ワ立につき、ケ中医統~1-:C.主主 i2003L .前提注 l、834

836h， :':003庁にう吾、 111:司新討す銀[:20(1-'1J1 ・前掲ィ I、886-888閉じ

l~89; Il:i当日7(':>2[;日)只叩



"町 1<j'，!~-f ~，州詰の }jl:l~主 1

ているが、 2001年になと3と 子0")3.:)';きの3，tG)jfj"-(こi曽えているにまた、その刈

J I Iiよ::;()()()年在位い C この間毎年明加している苅年I_~ パおいては、 つのドー

クがあんすなわら、 :987イlーから(悦5~rét と 1991 イふから 129り"である また、 2(旧日

平 t は、 ~ÍJi手段~-::::(，ヲ I[11力 r:率は判少傾I"J を口〕、その矛'J 町内{ロ rFは治ち者いてさ

たょっじみえる

袋詰 民事第 軍事利用変化

終jpJ{t放 'i:;牛j支比

19S(;年 97おり制)

19前年 1.196，4己4 22.22 % 

1~88年 1.419，lb6 18. ti:)?，ら

1989年 1，808，，;38 2'{ .4:、%

1990昨 L8，~9 ， 7~ ヨ 2.28% 

19り11 1，910，(;:3 3.:::6% 

1992f 1.9ぺ8，:-H0 2.:}1% 

19D3年 フ，(101，6:'".] 7.3::% 

199，1年 フ、:おりう 17，1 1:;お5Fi

199~年 ア、71'+，6();=j: l:~.~;G% 

19~)6午 ~; ，08il ，f1tl，j 13. 6~ % 

.1 !)υ7イ1 :-1， 2/~2 ， 202 5.11 % 

1 ~)UH1 :~ . :~(ヲ (J 日三氏; (、 jSη ノ

199~}牛 3口1i， :)24 4.0L:"% 

2(川o年 3 今 41 おす 4l)~ 2.hl % 

2li()↓年 3 .4~jí 、 ;70 1.1[1% 

~2 : 類型別の利用変化

JJ.仁三幻干と20Cilιの つの時汀にぷ11る紛争の矧π:1'BI! (7)干(J足変1r，をみるー

叉寸ljH:;なにおける婚姻a::)足紛争:ωl土、目前年とjヒ較しと、三川I年ごは利ボイ牛

若tは2倍以!の l:~s/Jft-になっれものの、全Î't:仁丹める剖17lz 、 (t[ に 53.97%か

らお 9:5% に減宇しとυ1cE'~ .家用紛争 bこ関，る Jj:I:;7~利市は 1987年の 7 ノíJ~1':1か

「支21 1fおいて示し v いるよう仁、民事主主 詳のデータの中やは、ぬ!Jq

3こ!i工紛争?::j]ljJ:CH柑待介し川;}lHを設けていζr 人民珂fjっ利用のこ戸1'1汚殺の{上

ノうに即して吉之J王、 二二}三百う [給制:不 J延紛争Iとは、相続をttJいf、括和、
十人定、家払(')今計であると思わ乱る

二日誌57(2主日)8C7 :1')(1J 
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ら2001寸<7)];))1'1におよそ2.，-lfG; に j首えたが、イ、 lま ~í.91 %わら:).00%に減少、

[た損害約千世話争0刈I;}IIiよ、 19B7主のl::l万件{1υ(-;4%)から41万件いI九百

へtf千数も't:ij1'，'もJ冒えているの情務紛下(二|唱しては、 19S;{ふのお)j{t-(20.9' % 

から lヨ9fJ件 (~;7 .:_s9%)ヘシフ戸j同fI主えが只ワ1i¥も封1ぇ、また割合メ本も !(I冶i

r曽λたυ きの也、相|持関係紛争の利用は、 1992γの 1)jf'l" ~)Î%) か h 之l、

2l)()1年の 1万件 (0.939-乙)へと:t';'i!Jn--~ る侭向，t.ノトしている

訴訟利用がi~えに「記の類型にtJL、手!日件数が減:!->し丈一類型もあL 1 j也‘

柿木， ，j(利紛争しつ車cm:土、 :(}87年では3.5万円 (つ 8~i%} "cあったが、 1993年

にその{I用が 2ノJ件まぜ減ったG -t (i後法増 ν どωU:::'.(":;:3.4ノJイ斗 (0.9γづら)
王で耐えたが、 1!1i)'i it二と比較て利件-Jf:数お上び令1+:にl行めゐ計千円立減ってい
{)，)相衿紛争のヌJGでは、 1%7苧の2.4))件(1.98百 から、 2り01午の1.)ん1-i:

(O.-'J!f%)に J士り、1'1'!，¥(と告i合力、ともには';.;.:_. j:二 3

193釘{!r汗「 と2(ω均i エ庁「グの〉

化は、ム以、， l'卜、σの)よ斗 lド?まとめる:こうできる、 1'1数と日合がともにがけた類型は、

j員百賠償、 lt務と相隣同係である 手u市件数:ジ官えにが割合が減っ μ涯型は、

崎収不底とi十-;:.・米以である n 初出fli立:::';1;lJ台がと<;.)~ニ減ノょしたのは、キE統と

十j叩・料、本・ 71く利である A

:31 民事第一審終局の処理結果の変化

裁刊子続的1-]-1にi土、法院制停があ 1)、これまで大ぷツ戸、卓-f't(土調停によす，"(

終結している Lカ九、その状泌が[点7iからもわかるように、 il院前丹に

よれ終結しよ:事作(土、件数・削什とも減世1宮両j チ示 L てい，(，-;~/)、判決による

終結は、fI数 z割合rもi増加的|はjをボし口、ゐ}つま iiJ..院調停l主的7?;;';か

つ約3i;"るまで減:')、 i主に判決は約五災う 1;)七%へと唱えた。主た、つν，1こ2001

年:こは、 fUi:!との件設 長合がともに、羽停」っと阿ったことは1主~--; 1，こ1，'1ーする l

この Eつな生1じが起き争原岡としては以 l'(J) 占が与えれるの'，，)大積的で

あっと実体法が?主的さ札、 LjlC法可-11¥(仏拠する法印'<士ぃ，J グ】状泌がli;{苫さ

iL、これまt寸]決を U 古会t'f;{ゆえに法ら':，1-1伴?処，ij1-jるし刀、なかった状況が

Rつでも分かるよう l、民卓第 審;おける相法王司係紛争処理の統計は、

l:lD2午か ι 1f'{ら hはこめた。 1992 1;::、その他しつ -t~ が'::~'， i~ft:"-= iI& '::'たため、それま

では院長関係(王、 そのitE.c**計処理され Ct-iた I-lJn~吟がある。
II:i当日7(':>2[;4;只問
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10例年

198i年

1988年

19開年

l日90'et

1991苧

I 09~11 

199:-)年 1

199~年

109~'éf-

1996年

10り7イj

1998年

109!hト

200U年

初01年

表7 民事第審終局状況の推移

t干l tr: ;:j~ (ζ京 1 その:~ [':ÿ~) 

13.22% 

lτE';.;j 

l日 j{l%

1 i. (¥ n:. 
18，.)1% 

1b.2リ'V

18.:，(;% 

l己出i'}心

~D~ ， il:)l 1~ì.32% 

631官70:1::.b8% 

，/'0;-:1，811 2u応対

i1ω% 

お (lb%

11.?[)% 

己主将るれとし去、it況の説。ι("~ ，~する与えノ'J 7炉転倹 Lλ 片f主的には品特につい

て、九日fjっi憂1Jつl臣民 もしくは「前作をー〉する J)-j引が、 羽 ~I~'_. を ~E んずる

け11とえ訴法υ条 1:108ηイ1:〆 J 出国を絵亡、 l記事半flω1'r'{tt;.:土;;;dJ意志と汗法

のほ日:11 もとョ7い亡調作をわわなければならな¥" (;lJHJ 民誌は、9条，-民社年L'J

二連fこじ i:fir;iが、説停を行う場月ーか与、 Jふおや行う場所へと変化しん P
-t t苧
か f このように 法院が決前の1すけ万を口、院詩作がり JJI刈術的な判此~

と変化させたにらかかわりず、なお当事者が拾他的に紛うrを裁判苅に持ら込み、

処却をぷめようとしていることがうアかるド調停よ 11も判決という決情的付け方

引当事者にもお)v.;;:しられる ζつになっ;<.J いえるので!去なかろヘか

以上のうJ'-trj"か旬、この10年間のKf紛争処JWIこおける訴訟手11出lついて、にl

Hコよ λうと14伎を戸摘づることがで汽るハ 1なお巳、<'0利用fi訟はほぼ吋乍i曽

え亡いるか、最近数年はその件数の土門別は終七ノh主奇完せて'，'"S，まな

イ手的i刷用件数がi雪))11しといる ::1 処埋されに各科'J--2' 担豆iの件数が主þt~ ~ ~汗め

~2ι問 :1 出=鈴本百=I~-~J 岸浮~.前 {~I;'"i:~号、 218- :2 l9 l:i."

二日誌57(2主氾)8C三 :1')21 
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る百 fT い:，:;:~ft:がみられるハ I : ~ド(手、ホはおし紛 'fr (?)ょっに、訴訟刊引が減世した

紛争期4 もあろ '，~~)it~ニ干の 1 ，;1!方[よ法院調停から判1/:へと古fじした 1

3 人民調停と民挙訴訟の役割分担の変容

本市で[立、 2~目。〉詐6t~H沼デ ヤと 1，~íí O)人対川淳子ぜ ケを掛けfiJ.っせ、上士

市紛争処時における=行の役制定、ノじをみと ν切る{

両手続の利用件数の変化

人民間停利用件~iZ と訴訟利用件数をまとめた[点封、から分かる。う(こ j<I!j 

首山手りふjJ)予TAl やlO(J 出と(に場令に:~~、 人民=吋悼が'ii"-J出話か九白山%へと減

少し丈のに:tJLて、訴訟の利用は約L1同から約必九ヘ川一j普えているこシが確認

でき o c :!fU手続ク)禾]片什1:-1:にd 丸、τ、1986守には人民調停の不1)出と裁判の利崩

'/)1!:はおよ平:'-.9 : 1 でめ J たが、 :':OOl-<tになると :Lj~ 子(-j 4にまで主H:した

ことが曜l認できる、ま/三、両主プf処理1た紛争的主主A':設はほぼ妻、わうどいない

こシか七、 L\~ド紛争処理において人々のぱ択は人民詞1~かっ裁判へ少〉ブトし亡

いるといえゐ-):( t、紛+J担問〉J山、向ιの刊尉がとりつようl変化したりか、 tt
較しとふる A

2 紛争類裂ごとの両手続の利用変化

iiuil出:三庶市J与の見組における人民羽悼と訴訟の事Ij~ヰは2\:'t: 9 で可之され

どいるように jJhJ:"{，;"(j)合引を](八;%とする同[，-;-1よ詩作の和:ìTl lよ80%から約~)2%

〈と減る1歪向にあり、訴訟の平りtHょ約2U%から約Ij(.出へこI首えつつある， [去10

のjfi'戸凶杭+t:'=]'1- (，ろ ;，U~ もほぼ|口rl i，nの制 ii;J をボ Jてし叫べこじつ つのおりの紛争

ごは、人民品i停に訴訟利用計主えのJtij:、 1987γ では、 Jo;:そ 4: 1ずあったう、

20()1年にな 10とそれほおよそ 1(.二711:"'J'¥"、ている 損害時llf世紛争!止、 よ11波

「表 2Jの;ミ守寺第 五fのデ タの中、「知的対洋権 l干「人王手権 I !~t (:人民

J何悼の統計にJ)~れといない紛々刻却もあゐ(人身i手につい、(.;!:式当信ニib:

ト賢 =Ii~'í 見浮足主ー首長!τ主19.， l:i2-13:i民参!:';t!、)か)、主主午に，，，める剖Ud:

位向て今、ないとめ、;千百i:.はそのまま含め亡、うf析する(

~"I 8iJt司注;20-C示きれ亡いるようい、裁判による祐樹主主従紛争処理の紙百十人、

持続は含まれていない 比較のため、」こ心〉人民訴停による婚相~:t~延紛争処辺

U)データとは、相続を除いた婚畑、子八百、家桜、その主的介"とした。

IU当日7(2-2[;2;只ο4
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表呂 人民調停と裁判の利用変化

人民羽件件数 審
人民訳伴'.x

(終財1
¥立てノ /合) 守~~'-~ 審処到

19出年 '( ，;;;，了'/.049 出 19% 当ι(;.99IJ II討1;出 K，28fi‘IJ:-j0 

1%7，r] G，9S6，0;33 85，3，1 % 1. : Ji3， '19メ H 印j対 え 162，5ρ7

198品午 | í ， :~55.199 以削Fj 1、，119守口;j(-j !日ヲヲ% 8.67，ljS!'i 

I08Sイl 7，3-1: .030 80. ~~2， % 1，8C:出，3:38 10.77% 0.1.19，568 

lGG(i年 ι，4，:古 222 8~).C~% 1，849，728 19.98% 告'2:-18.9~~;) 

1 D91-(1 "'，125.5::>1 78.86% 1，(l1Cl.013 2'. H出 引の3，3.537

1092午| 6，173.200 パ、 00% J，<J必リ40 24.00芦 iL 1 之こ， 1~8

199:3年 6 巧ワフ 938 i4 .84 ~活 円，Galヲ651 η::0.16% 只 314，609

1994-+- 6，1:23，l29 T2. QO ~';I; 2 ， 382.1 1'~ 28.00対 8. ::i(Yi. 903 

19%年 6，:)2べ 481 己記 9:19，乙 2.114 ，行 fi~j 3ょ(h予i 8:i43.146 

199(吋1 日示。2，立、jlJ Wi.29% 1 ，C(;1. /1印 れ 71出 メ同tj，(;9~ 

1997年 に，:'43、i行行 63.l()% 弓 ?42 、フO~~ 3ら:川J% ヌ7孔')，368

1098汗 ~í つ 57.HH 日1..，ひ出 3，360.028 ふき 9S出 3.6つ7.222

1999年 ~)， 188.646 ~-)9. (-j(1:活 :~，;)l/ τ:-e~ 4C.40:出 8.'i(b.W/() 

20()O-(1 5，0シQ，G1D 5~1.5 ，1 % .1，118，;81 -lC何% :3./1/1D.100 

2001午 i! ，g()().690 R父 113% :)'"¥57，770 '1l，57弘 g， :ll只叫只

表5 婚姻家庭紛争処理における人底調停と裁判の利用変化

人民主:'~ f~~ ，:，こ小る ¥ ;é~ι ノ 裁判による (泌) l九ゴ 日?

1986午 2，673，(}11 

1987午| S，o43，117 80，31% 645，739 19，03芦 :1.2， 土 8~(~

H)出年 2 756 日制) 70.%% Ti4-‘'7f)1 ~ J)4-% :iA91.7~1 

1989均二 2，'7古;-dH4 ?iJ..lCi 九 8?4 ， ~~3 ~3.83 対 ヨルC9、23?

1990年 ~， 835 、 9fì9 7円 19% ~13;') 、 λ:ìJ つ4，81% 3.771、目。。

1 ~)91 司 2 52号 3()8 71.50% 1小07.90] つヌ日)出 3 S36，2G9 

1992年 ::;，19甘144 Ei'.:s9'乙 LC4~. 悩(， 32， II民 l ， 242.(!2~ 

1993苛 2 2(;8自1:j 00.83% L(;JO.19 ，~ 33 17% 3 30:j， 139 

1994年 '，~ ， ? ()ヮ、9;:)() 64.79~活 1. ;.17， >J.:.~ l;I.~~I;~ L4(川、日9:1

1 D95'(1 2，1'12，G8;J 61，97% 1，31/] ，Gi8 渋ミの3% 3、."];37，;362

190f年 2， ()~)8 ， l:iG ~) ¥1 . ;-) ;-) ?1) 1，398. ;-.l9G 4U.4''-)克 3.4日7.B2

ID97イl 1，950，7.-17 57.0f、% 1，:128.722 fZ刺広 3.39S. ，~6D 

1998年| 1，784.840 にに 凶山jοど 1.4つ7o~{Ì 44.44 % 3つ12九9に

lUH9イ1 1，!i;i2.，1:'.>1 5，1. -:.1% 1，:):)¥j間的 日柿;可 1 吋 o;;~ ‘ ;Q2

~OOU 均二 1，61'4，:.:113 山 4C:弘 1，347，808 44，GO対 3 02~ 、 321

呪〔削年 1 ，;::i)7 .7-43 54つ8% 1，345.963 45. iり% 2.9.--t;)、708

二日誌57(2主j.:.)8(o.'>' :l<!4J 
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表10 損害賠償紛争処理における人民調停と裁判の利用変化

ヘIl. l~~:t;<子!f"í. 手小ー匂ヲ f努: 裁判じよゐ 八1--1 
" 

1986年 5:)5.58，1 ;]:)5.58:1 

1987年 1公2.9ヲり iS. ;3% 弓27，;357 2(j，87% 61()、2ii

1933!f ;í~~ .:':'/3 /S.Ul出 ;44<10， の山 o山 Q'-'/内/ 6b:J 33り

19開年 「、2(-j.141 7;-).40% ょ'/0，'1"91 U.'--ll出 696.9::¥':: 

199011 S2メ)1，JCl 7;-;以iY， らえi.U1日 2-1.:-¥il% 6~) Cl， 1)日7

1991午 只日ム 927 7/1. ~!.l % ム，i'[守日門お ~!.:=i. 79% 716時おい日

1 ClCl川l t川，i36 70.97% rめ Oi3 :~9 ， 0.3% 65;J .809 

199:-)-+ 442. Sl67 日日より% ム9l.606 ゴトJと¥:1出 640.;)1':-) 

1994年 "12<32:， tì~l. 76% 213，4:，口 q川ハi.'-'斗A小ノヴ iU:J，7円()

1~)% .~下 七;)886 (:2.93 % 2/l5. UU/~ 3i.oni 以iU，890

1996年 'L4‘;:)1日 6U.l()% ?i;:)、フ;:.; ~l9. ~-川J% ι慢に751

1997イl 3)<1 < 060 h門7.::% ο つ96.633 '1~~.89% 69 1.;)9.3 

1908年 ;-J8告::;9:) !14 . U ;-) ?1) 328.G~G 4;-).9'--)克 i'l:).221 

1f)0!)年 3さ7~()日 51.46% :-{6:') ‘~f)() 4:).54-% 751‘ιιa 
200U'~- 3S.-1.S8~ '18.13 % 記号 Hi8 三:.:=ilうら 7Sこ， í~ス

却の1年 ¥;:口、ワIR ふ6.;14:?活 LFJ:')ぢ729 ."1::¥.46% i;:j民、9，+7

1'11をよ:JltHる領市]が悦守て、 2()()()(;-::ごっし川ー及1'llu)よ:J)+1iJ人民羽停の干l汎jを!

|コ 1，:)たこ〉が確認できる A

[去11:で不した司:h?-1'十沼紛--:;:では、;司 fl定利用(j)同令は、 1987イ|の9.3

0.6から、 2001年のi'.:}:2"jとならたものの、人民調停{よ、比状的になお

よ/平'Jltl<'れている;いえる。しかL、 それぞれぴ〉平りtHt殺をE2，るなら、人上〈

調停の利刑が寸減じ ιし、るのに:tJL、l広;ヰ:の手IJ，'廿は、':1--;'"増kなり、込用件数

。〉差は縮まっている

法務に~J! <j る紛争の処円必京す 1 1< 13J から~;;:-. ~;I;l-:亭 1)、 ';'~!j;ifi% ァ5、ら約三:1%'"\

Jノ¥l慌に滅。、放千iは約/1;)7'べから約73垢へi:J首えていることがわかる 1fu ，1)、

不1;:'---同九主主をみるし、ゐ:ヂFJttフト問えている中、人民調停の利用件数が綾子かに附

加しているのに汁し、裁判の利用刊殺しま急激に増え、いる ，'yが同鎖的?ある<，

人民需停の干1;111件数がA';--j土f1えていること刀ら、 l 人民調停は淀米主り段位

ている」ようにもかえるが、しかし、両f杭によって込埋した牡殺の守計が3

1十<，こもJ71えていむ」とから、むしろ人民調作:ュ以前のよろな持能を果たさ&く

な、たこいえよっ」

ll:i当日7('::'2らコ)只ο2
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表11 家濠・住宅における人民調停と裁判の利用変化

|人民制作による / ヲミF、 裁判Jよる 仁、ゴ、 e' 

1086イl 1， lC7 ，，153 107 .，~53 

1987年 1，むつ4.29R りL:=iS% 7IJ，fl矧) (、1-5% i的i，976

198五年 974‘217 03.64 % 66，217 8ヤG;1。 040汁3斗

1939!f 94'i.討は 日J.lU出 /0.:282 5.90出 ~ .018 ， 2~jj 

1990年 8J'j.、349 93.9(j% 5号、り9:1 ら 10% 百;:;2、4-4-ι

1 ~)91 ';j 8S百857 9 つJ ア:%υ 57 7.'17 Gおお 917， GO': 

F，l¥三年 ;三ム号tll14 Y2Al出 -)9， i) ~:;2 円;'.:)7%り T8i)，mi(I 

1，，0'<イl 五87.8つ2 91. :2% 67.0:36 さ88% 75'1.858 

1994年 (Î:=i:~. 9制) 出J.(爪% 何人目(-)0 lC.92% 74()，0壮L

1995午 64 什74 ぷ7. :3~ 出 93，147 12.69出 734.221 

1996!f り古~.b6 'i 84.4'i出 i胎 IりO b.~<:; 出 /00， :.:¥2'; 

1997年 ;:F，行 670 8ワ 53% 弓 17，816 1 i .47% 674、t.i-86

1 ~)98 ';j 511 ぅ 7 ，1~ 79.56% ~39 リ87 20， -j/j;i 引¥'1，729

1~1 f-ì 9年 l、しんぶ4:1 'l?山(i札?の ょ.):')，923 22.44 S括 694.71>6 

2000イl 53つ656 76.:z:?% : 66. 22!5 :'3，78先 698.881 

川河年 | 日リワhRa》3R士;9 '"  に l13》wゆ 72，問お tはお7% 09;:) 宅;~，+7

表12 f責務紛争処理における人民調停と裁判の利用変化

|人民訴芹;:己こる ({1n 裁判による iそn ノl、」

198Cf 333，102 

1987午 日 :~5 、';88 %.:1，1% :~50 ， l/Hi ，1:-¥.，1'-;% 57;:).:1.?高

1('おぶイ1 ;n(コ九日1) tに11，山:?ノ/日 ';6，1. ti12 刊 2¥)~可 Tíろ‘()!)~

服部年 4l8.684 402.42 :1; ヒゾ下8.~t~O E/l. ;)8% 987.0040 

199U年| 4U8.564 e:6. 74 % 568.016 .::3.26% 066.58U 

1001午 Bユ01() 1';'4.46% 手L;.322 55.54克 ラ78，338

1992年| 4ムひ す日8 ~L.::;4 出 i{日 {j(j(! 、'1.66民 9おl.~::l討

199Yf lG3， ì~7 '~'"'. 08呼 日:ベ 318 υ';"'.92% 102 、 O/~S

19!H午 /162 5;-i9 :i'1.l:i% 78:-i，日門円 6?t'7% i肉;子1;:)時日10

1 U95イ1 1177，:11 (l ijfj、;% J:l日日17 663二% ~ ，/117‘::::5 

199f年 48ο(-;62 29討i?話 1.，ι::;(-; .431 '7U.64克 +ぶ'~7.09:i 

1997年 465ワ81 :~7 .23% 1うつ-1-3.1日Q 72.77% :司 708 時 i:~:() 

1008午 Fi3ボ)f-;() 25.96% 1.294， 2~M- 74，04克 748，16U 

1999年 480.341 2!':.39% L41L3S7 i4.61?勺 :約1.725

20QiYf Ei~ ，0，19 2~í ， 36呼 L32i，7G3 7-1 ，G-'1 % 7i8，812 

20(日午 11/10 ，.'151 :::SAl% 1 内つ ~13，日()(-j 7'L:=i9弘 i内1.).)時ず'l!17

二日誌57(2-28:>)8C1 ~1961 
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不当剣山官、の刊，~ '.込越についT も、全体と L て lま I~I じく人片J制悼のん:jL;jが減:)、

J文字:Jの事J!!Iが増える陀I'i;をノj、lj-cいる J かし、 [1(1:;Jにノj、":::(iているように、

ヘ氏刈停か依戸、こし「主体。)9剖以 ':C 占め、大きな役剖合引見工 I ~C '..;もること

が分かるべ ZX判による作所司イちの紛争/~}:J~士、 199>~年〆比較してつ()日， τではH

数こそヨ倍l骨三たが、 fJ:iめる剖fげま'1.23%(なったに週ぎなし

人叉調停はなお E'主な紛争うえよAル一、 Lあむつ.-'jr'J<"tミる

この知主!では、

まヂ、人R~-可 {:7- から故判\ しう主体」ぺJな流れ J は:むつ3}~'~，~ ，;t見叶ている//;}

争主8~:~~! もある [表HJ 円相続!主1 係内紛を Wi，;:~がそ九ごあゐ ι 相絞に!主1する幼

争処;~ずは、 198'1守二かよ 2001 午まごの問、むしろ全{本的 Jこ:裁判的 -;:J 叫がが) 9 ~'lJ 

7)' C~. ，V:J S '.;;，へと減rレい前悼の官iffll;t約。1%から約05%へと抑えるという傾向

が予されているハ相防関係2あわせて、このニパワ類型の紛争処jコについとは、

政刊と埠較して、 人民荷停がう'"，:町、として絶対的な泣置を山めて lλることが倍以

で;ミる c

人民闘停O)flJ)ji，-院するう~1T町究では、人民詞悼の禾:J!:J が減少し、 ~}f訟手IJ!I! 

がJ首え/ャレ iL ~:..論じといるが1 主1.1の考古ちから、 R宇紛-"ff.処理Eにおける11;1i

出t度ク)n ';!i]J~ 1I~はにi， l' r)JliJJつのハヤ---./にツtfflしうる LことがJd-かった。すなわ

ち J)去作の仙 υ!と司ttバ二、人民制作の利I，Jが減:')、百ト1:1̂:、円相JJIが増λ ごいる
務~(ヲiえば、婚l弘町家庭紛争、抗告賠償紛争、乙家:t{!出'''' . :汁↑{主:三i紛宇

の干和利i刊JT吊U:は土さ;は三どう没品詑2f化己Lていないが、 ごドf?総数が急治Lごいる巾、 まxA引の干]~i七が

急滑した治世(債湾紛争)、 :;'1栽河グ)ぷ J 出はよ首 Jこだが、 ;;f~伴内利出が々ゾ'J: とし

て絶対IJうな地~!，'を L;めて v る結型{炉J隣閑係柑争八百全H、の;よいれとはj~(! :.二、

人l-(6iAj十了。〉利，fj-JがJ目立裁判のキ'lItlが減少しれ者E型 L相続品、平Jであるl

:-'-~己 :I~: つじつノ北↑ヒパタ ンはきりに 〆ノの1五~!，.'.~ ~二分 t.J-，%'!ニルが一九きる Fなオ〕

九、裁判開:fす出(~:~州京町予約"，'，ト、 lE1~賠償記)予、家民・作:'-，'，市;!f; 、 1責務紛争J

と人民調停後f:;~:~J_ 制|許問符劫争、相続紛争) じある J このように中むの天守T

:Í'~j.![1 処理ごは、紋子]: !人，.\;副悼の役当日うJi豆に十本みう}t.j の::=~~まが起きて，，\る J ぃ

えよ 7

故山官、')>r引とは、法に」る権利Ij.;¥:務。〉怖も:に」勺、 !，jj!flが終結さぜることが

~'.C. /t'i治~~.Jド訴訟F干 I;~ :Arm)教科巴 (~珂人工三大予トバl収+1 、 S()U~; 24り頁、不

í~J東「中回的裁判の情凶 去論と同断包 l現ぴ)狭山で見!~む μl法改革ユ(有三tl~l 、

200心 L6-1l'，fL 

Il:i当日7('::'2十'，3;只(l()
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表13 樹隣関係紛争における調停と裁判の利用の変化

|人民羽D'(，i.:'よる / ヲミF、 裁判Jよる 仁、ゴ、 e' 

1086イl 875.576 

1987年 日明日J%

198五年 92:1.1ο3 

1939!f 9;)6.10:.2 

1990年 《)問、(;2'i

1 ~)91 ';j 1 ，~)，ï1 ， 3S1 

F，l¥三年 94与早tl8i) 98.Wi出 11，1(;7 l.17 S括 持-)';'，24'l 

1，，0'<イl 9-'17.5S9 98.60% 12 .)ロィ 31 % 河口 183

1994年 父ヲヲヨフ6 9is.:l8% 14ぢ787 ; .62% 914.01:; 

1995午 883.281 百ぷ ~ ~ ()φ 17.039 出予?。 9(l(l.320 

1996!f 838.l!J'i 9/ .84出 18. :JO!) 二16出 8btl，662 

1997年 え作¥.1.773 97.4D% め 63t.i- つ51% 界つl、t.i-09

1 ~)98 ';j 791，52号 9 月7.:l %υ 23.635 2.89;i 818，22.3 

1~199年 {'(i4号 -141 りわ n出 [-1，490 :-l. ~~i S括 T9i).0:-31 

2000イl 1.'1C.161 %./1' % ::7弓ふ0S 3.69先 767 7!お

川河年 | 7?:~. 2:i7 引J 咽にJ肉ワf 「i OJf/ r， :;2，246 4日i% 7行1，，+8:¥

表14 楕続紛争処理における人民調停と裁判の利用変化

|人民訴fC[~:.己こる ({1n 裁判による iそn ノl、」

19SCf お2，108

1987午 :吋ム 6.1日 日1.i)百% つ;-;，6/Hi ヌ91% つO，l.;:;.S広

1('おぶイ1 '::(j;J.九(j(J。1と正)% 2，1.rJ心1 討 2()~可 民)日 λ61

服部年 270.654 91. (j;") ?1; 24.669 δ山 ::r):~フ匂〆 2%. ')2:) 

199U年| ワ84.~)7:) Q山::1ワ-"-'只"三νど 20、329 に'.，っ?リι 主)3.508

1991午 29ユ794 93.83% [古 436 6.17克 31;;，23U 

1992年| 2出1.448 0;:;芯49'乙 iお4Jc: ι16民 298おら2

199Yf 29~; ， iCG 9，1 .，1~ 呼 liA79 ~) ，浴% 313 ， 2/~S 

19!H午 :~~)(-j. 22'1" ~fil ヌ l% 16.フ1;; :1.19% ')1フ，'"'，，，

1 U95イ1 ド E;U 。υυに ρv3 p0ノ4υ ](、〕晶け]円J円i 1. 97 ~可 :i~7 ‘ λ:出

199f年 :'JC~). :-;:-;(1 94.8'1' ?1) 1(-; ， :<~G ;').1:-)"出 犯1.862

1997年 訳出 3ヲ! 95.32% 15.13芯 4.68;ら 3つ:3，':59 

1908午 274.ち39 94引)% 14.7氏2 ;)， υ克 289，'+51 

1999年 270.T'i1 :-i4芯4% 14‘73(! 5.16 ;勺 28:i ，481 

200iYf 270，¥301 %.lC呼 11 ， 2 ，1 ，~ 1. 90弘 2守口、 8/~S

20(日午 ワfi3.6M 94.:=-16;，乙ノ 15. 177 :=-1 ~ IJ弘 訂o，R/lJ

二日誌S7(2'281)7D9 )9只1
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μJutであるや;;'''(1矧ヴJであり いわば裁判になこむ和であとごそれに汁して、

人見調停優位山とは、 \fi-]妾な人 n^~ なコながたがある当事汽の問に党主主する紛争

であ"、権千1]~J記号室内総tE だけでは、紛 'fl が処理 F きない想型の;lvj~'， である t 

P え~，1、十円際関係紛争のよう i 、1足に判i*に上る/込用を受:j't: 2--しても、ほi

ザ|越しきもして人的なつながりを切断しない限り、長期間に r'; る感情対す;こ ~íB

'1、け生;:t}(支障ふきたす可's'f;:件がべさ，'場合によ Jてi土、その江主治M.u:

がさ H なる/!;}字合引き起こ TドJ-ril:t主もある ι このよぺな紛争;土、わLろ裁判

}こなじまず、説停による処X;Jfiγ損しているのである勺

以上、テータヨ χ自己亡人夫詞1子と裁子]グ)利用、そ 1 、l出;子続的役割分J甘U})変

化存九てきた 以 ["1¥fii'iではなぜこのような利上I1状況の公ノじが牛に、なぜ両手

続の役割分担が変i乙':..-fのか、具仏uS:'-:v'，くつかの紛7日類型を取:'}1" ¥， f̂ム亡検

J したい'，'士わら、犯が松平、京区司{十，f'紛争、世筏訪中、相続¥%'争であゐに

4 役割分担の変容についての分析

婚姻紛争

婚約未明:切争じ〉処Ht:_..c~土、人民両 r~ 列車刀、政f式し救出利用が子、贈しているた

め 裁判色:位制紛争といχるι 卜J主した."，うに時L出家出i紛争U)中計三、精魁紛

'jlが最もんきな川fャネー古めている υ 婚主力紛争とは只体的;、;よ、ベまかにl荘必l、

離婚もなハ子!!l(つ王室有権、 ;{;j.l'1語、5、恋愛同自の干沙 fあるJととされ亡し

〔υ，[日l 本では守屋明敦 I長支はこのよ J与}な羽件優イ伶、よ1 型ジ紛IfJ予戸を、 I~主註人ん侍告吋沿7γノ争'11 .，; ，-~:佐貯?乙

J以，~，:'ゲめ〉よ弓 lにこj述£ノ¥てv、る 「ぺí~ 人干祈行紛争 ;ι つコ丸t ， .c;は手、 去裁J主;AI_判1;t.:いう工場話 ('11のJ桁7争}-r院T;~守~l'件注Jι t 
が 蚊佐f的'~に yみ井て〆、涯切である O主毅立:需許なる全人格自Uけf了 ð ~台干し、川F刀が3、刻r狩「さ戸ーる 'f.1 では、

和む'!:}i権利義務0)硲 J三合中，[，、こ l、しかも公慌の場での"，当事Jイ相可問，})ゴド炉
応t川会その追従"さもお紛争処理ヱ読は、江司H¥11; I~:i~ 手不足也 ft/0 )j策として採)↓jしな

い限り、給争解は;しって正効果をも f 内 L小ねなし、J 1守ffi::tj ~ /!;j'争処辺の

法主l'論 交外 L裁判のダイユミえ山正(自党々社、 199;); 1~~3 貝"

r このよつなu:う'10)処却について 守医教授は「相 '1恒劇的凶作はともかく

とし'--， :'内紛争さぎ'ri問の化、刃的和併が前ほとなるU そのために第二計に対 L

て)?:: -~ ，両される?雪崩(止、法技有守主的能;JてWはな¥もむしろ心理的コシサルタ/卜

的能力である守照明.A:;'おか26、1'-")頁 1

0張お民 王欣~r;編ーへR~;~J fj::チ去 l 作手 III;J i， 中国法::lJr'.i.¥坂本一つf戸川;176...77 

H-

l.:.~J9 ; ll:i当日7(':> 28日)円:>8
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zb〔日「年、組編i'1紋が急唱している i 出、 をの師、i司を経f斉也、展に1"う 'ie然的

'"生却現象J I 求めると訪れ iJ州、 i~ft鯖紛争び〉中身もかなりを化[ている乙 Ll

われる。すなわち、則産うJ 'J、‘ iヰの主古「惨などq 、設半1;1Fi置も古守Jな ~~j う込

f冊子rc:>企ゐケ スが吋えているム考えられ、ての結果、 ZX判えJr七の!(r;力11'人

片品停利用の減少をもたりしたとさえられる。

描悩に閉する一般I'r!)な百歳も古ノヒ 1，ているようじある J これまで「附婚は不

宅である l シ定;哉され、 た病問のL頼関係の再建¥"_-l:: ""，-(婚問先制什ヰす/Jfめ

}二人民調停がよく元]局されてきた しかL、J!i吋ヴは、たとえば社公では、

離舗にえでし立窓な窓 lえをもっ人~すますます増去、以前のような「をす羽川、勧散 f給

部;関係の快走~é'Y nめるが、持'1れること存付与わないじこする夫婦珂係 b\Iょする

Jf;，!;~:凱(土、最適の選択肢 t されなノな 1) ， (1[ 1:1冶多 Jの人は感市のない「ぷ

J ると必制 J、「死亡しためが l はごきるだけ lJ めに終 11 符を宇」フ刀が~、ミと考え

アリ主t三十( よれば、 98i)1E i. ~:土守二婚 i千数は 4;).8万i(Jlであっ七が、つ川ι) 1E(. なる

と 133.1 万:[lとなり、お~-f 3 ~さまでiH え、自主給率~)O. D (1 :)85-1::.)から2.1¥2003 

苧) Iこトァ{L'Cいる(~ 1[ I r可絞言|主銘 ¥20U4ギ)~~ .前掲γ子 1， 81GH)~ ちなみ

に、令市三れた婚姻同;ょ lBr;!î:4二で~z: B:-n. ~~万件 以)U;J年で~z:m 1. 4万件と告は

μ蛮わ r ていない t河川

'，()詐泌が山 l~ L J:-)庄山 l 認し 1 、鈴本質救托(主ご"三五t:g同日、のこ;k~につしでき

かれた論文におL、て、以 fの」うにJ行摘し亡し ιる。 l己r革・開放のおイ|で(ポ肢

をめぐ，T剖iた';i刑制状討が向現したため、 1rj叫キJ 共枠内には犬栴材 J系の安

定引 i~ ， j-，'ìi らぎ、婚外の刊関係、不s:行為ャ愛人民日虫、家厄内暴)J、ひい 'Ci土限

frf1: ;，~至る手切Jがl沼発 LI) これらは経渋の白占化 2: もないへ問の流動牲の高

まi)、活封のIII 茂が;J、が-:jf::.こシに対ι心するι、然:':']な年照明象〆も7tえられ
るjυ 鈴木賢 HてみjiF弓 I_!→臼に βける家1慌の変芥 ζ 法の対応 2001年給別法

改il士めぐ J_)-C: J シ戸リス f'121'-; (~OOl年\L仲良〕

例えは、がi斉?と尽にともない生活本準がばくなつな I二めに、 た出11共内肘産

が増加し丈一二ルじよって、ま!-ま 7桜4主化し?則;li分う MI出待はか編 e 百;;"呂

äl 、 ~3 貝 j や、社会問題にま?ヲf2 Ijこした[/Li 必(男河内イ、白行為、;に!司

わる桜橋訴Drにおける則定ノJ下手、 ま丈は、 人， J政策をとっているが日;こ、
il、将どさえ l手や焼く と百われて一いる子l;lC:; 長存権~f;南町:生 巧於j、安排除

絞ヂj寸二古J主義制組J;1):;去半刊1~1 (l 5 f:-: ，1期n虫、何|前崎はか稲 ri;lf;匂注 ‘;J38J 
な斤l関連した紛子が古]発している こ1'LらtJ;紛争〉二浬の所i先手段 ζ ，ては、

iJU得・説教を中Jいとする人叉調停よりも +t~ r-Cしつ担が、より迅速であり)、当事ι
にとっ、もあ主らめ::l'~F:討し)十寸いと t肖わ札る J

二日誌S7(2'28:J)7D7 ~'!ool 
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るようにな J '、枝川のノ[り 1)についT景品交:rうか土はれたむまた、 I荷主体に

対マる文会の完了r)3ともおくなり、 i~ft将当アヲ :(1'が!当同する !X 々な汗=，;IJもよ隔;→終

m芯れている」といわれゐよろ、話、離婚者に対する川弘、'..;'わし:t'+十余ぱJ'_じ)J
がdょった「しt:がノて、 JJ';;}司係的経おを前j走守る人民間停手続の立、担↑サがじl

くなり、 PJ決によって決着をつけ h れるよ弐になったのだと与え lパーるい

そのほか、附婚についとは、行政に 4 る附垢手続が議+~-cあるため3-'、多く

の人々は裁判l礼司付，_t，手I:mして、行l吐::nな餅精子伐さ一同様の効果が利上うえ

しているのο これも、J:訟手'He1'1 JJzがI甘え-!-ニ 凶になっている三考えら九るつ

このふろに、経路紛争の白iも雪之氾し、人々 rJ;結備に土了斗る意識が常化し{い

るため、船矧根幹という人 x，jれ与のヨギ)も交われるのこjnJ時に、 ik)~_<<i'r にと止な

う争し 1を処J:!R-rる抱カにも限iNが'1じ (!.t'，る?'::，I[I，われるしその結呆 当該紛争

渋ヘ'1で[土、調停から裁判へと tぺ現与がェじたと14lわれ令n しかし、当扶品、古

ム 断婚を苛提こに ない夫婦問りにヌブjレの詳よは あるいは離婚まで発戻する

t止すt;がある 3こ対 I~I の付 J を取り除くため仁、 ヘj:(五時悼はなお~>E(う役割を県てこ

Lている少巴われるー

(2) 家屋・住宅紛争

家，~ 行包紛午処理，-悶γる人伝説悼と tJi，tlJの利点者 ftでは、 1987-;:'-0)日

iかレコつCOl字の7 に 2524変化L丘、ヘ民間付きはなお多く利用己れといると召

引前J詩「婚{~'1 it 当婚炉氷乏J() 子すて '1' 問嬬7生三 l)lÌ ll午二期I~ill頁。

出張政官七「中国三~ ~;jnヲ析結持勢一ヘ口研究l()リ7年 6Wモ30頁}

川たとえば、連婚の湾、申請当は勤務t、村局委員公主丈はh-cf民委員会の紛

介状主ご必要となって vミる l民;r:.::;'1:1 ~ f 婚姻登記管7干支こ例 )~94年公布、 20(J:-)年

応 11J J ':4条:31:封、
r. -F丹11畠{ 現代j主引!う訴訟 i台間 以)1均年干十会経済発!Jtう訴訟千金 j霊的72九

分布 II下街社会科 7 、2，()03tド11明01白川また、 t，í本例どして、~?'(ìlKìイl' -1刀:二、

三 1-，尽市:lli'tl北 1-' にお ν 、て、 11小式 l人~i，ニ検列な干す-icO)枕供昔る}法Jマ;がl淀霞

" il、 ;に寸f'j":-司係につL川手いのないぎ{牛，c.i三珂・首E午しとl司、た 処却され

た事件のうち、河岸給紛争が判おも占めていたという。ある事件では、当事Jiが

離婚~Æ8 を陳述し、古~~.~ニi が協訣古〉羽?宇古をイト成 L、絵ぱ」を刊して発問 F る

ま守、 hずか10分Lかかかりなかったとい λ(屯愉， IJ、額J2:程宇1iJr1L 中百
村会科守:2001+ ;:; J:¥JJl川町、 ;t1ノo

l2CI; Il:i当日7(':>284;門間
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われるごしかし、引.81'1裁をみれば、よれEV，-::，(?)I削、人民l川十字0)引はが|減し

たのに引し 裁利子]けが2 山1"'1 も貯えた i:"J+税引 jlj 詩句，JL した!札へを j~ぐる際、

8Uイrí亡から古己主~，ふイ上宅$1]r.Q2;z干が つの当」ポノント~，:な i]ょうる 当該改平

が抱Liltめわれる中、 f土記事司が改苫され38、「土'Gv宜保の緊迫件が計まる中、

京医ー住ヰぷ;}"[I事件白休が耽少Lたのではな v叶ゐと与え乙れる 11th、22村部

-e 二、 fì: ん~i ブ - J.. D.IK寄与::j~" 0) ，十 l二、境界、 f，政によるポ認可または長蛇 I-~

用な，t-i::'~する紛争も釘繁に起き ω よぺじなノ丈 l いろ刊誌 このようなお;れ lヘj

ヲては、むしろ "~'j にな乙もこいえよう ~l がって、永尽・ {t'-{:に院ナる給与

?は、住主人人討のl攻さによっt 人民調停が付窓とヲる「もめごと lが減少する

と1，，1貯に、境界、行政によ之J百l';;，~可、農地 l 片 1，1 なとにかかわゐような紡争は、

むしろ ~/;U'0判断が必要介され、裁判;なとむような「紛争」がl罰自誌に起きゐよ

うに会ゥ七いるといえる 3 いわば、紛争円:へ存・質が変化したといえよう 米

問，ノ下村」悶芹する紛争処瑚に闘し亡、人々が訴訟を利用するようにな Jたこ

いうよりも 泌品利用こそが最も対ヰ約かっ有効的な町円伏手段となる紛争が相

当(，をきる k う u なっと、 Fていっ/~方治宝妥ごjであゐかも Lh;なし、。

(3) 債務紛争

イ員務紛争処理では、 1;¥と判優位;-v'，う傾市]をλせている 債務紘午が治)JI:Lλ 

部閉1..とぱ、都市tl;じ(正、 人めたりの i宗主主止積は 198~)年のt)， üヰ方メ トル

カム、 2以)34ごの23.1γ)] メートルに増えと(EE村叶;とも、一人あたりの~汁 1I町

積がおお慌の日 7:52ノうメ 1， jLから、2(1)3午の272平写え ;， Iレまでに培えIい

よの統H十の円十持 h法寺;二ノト日正法るが、 人々山居住丙積が州土、仕 1:i;i*;jLlh~J:

弄された lことは時fうであろう。 1078干からつ003ιまでの作'-，-.;凹訟の統計 lごつい

し[衣~G-:~~，!);~担隙í-it 1 i: '--1":: r~-:靖相 ile 氏イ l 房~;i~~7r，J r中間統計年保2~X.~4JI ・前掲

[士 l 、 :~H)2tl 

"1，定EZ熱ーについて、共志司 1";主房凱!と庇i 有齢」郷j真誌措1097年 7則ミi

旬、また!土、車川~---- ~ rl'~8 r j塁内民じ主主υ，_~:;~~， I 体主主将済?()~汚午 lz )t8 ilil 民、主主8.g- ，

刻字"j廷鄭 k平 m 附l舟1'-U2、i72六「それに伴うお}:lの低限について e

界が不明である、 lι、三Z
山す、 l守必主ルJ村σの〕日引:1街出討副jμl古も従主わない、 頃必ノ己占基き地穿完貨す/るJ、l必ルt毘三業をベやJめ〆る3 (向LιよJ洋干
)院:V;片〆ケ日叫リ?掲百1示与 l仁、 lロ，，~頁)人、 「ある ま1:たL、て、 なt空Pこのよぺな 'i註E房2訊r死札」カが玄担さてい

るぴの)を守析し/なf~-;ι仁d青献そと〕亡じ、夏F昨F、ド Lμi三泊か、J，--!~:刊7漣りω，;幾度部楽滋慶子~J 咋

戸建'\4:1;'主 ::oo ，~年'/ W.!-'18-JO:t官、がある

二日誌S7(2'283)7D三 ~'!02J 
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京|利とl士、 世守山到が己売11:，l_、蛍全川ム迷$i-~ るためにf念=技主員主イ情寺 Uの)f'汁?1蚊近フ治l

ため、 そ;11川t予寸f伴すう L ププ凡もまたt町円えたこと:にごある机 2速:にご士封吋f円T力坑fしLしい￥るιA

務私前J 中にメ汁f応する J め、各地のけ、|売も訓 fD~肢の対応をさめ梢並8'J な姿勢をみセ

ルヲ

た三え;工、 199;;庁8!J に iLリ'1 日 rii:WIメ人民1王院は戸、l曽寸る小 ~í債権がすl を込

用寸るため、円、額銭t~:i'l: r，返1を設置た4() また、 2000年ν月に、:1:束告、青

島 1'，'~J 南iX人只 v、症において、ノl、短金波債務にかかわる~案合審辺寸;:) lめの

専門法廷が設置されどようにな勺た')1 こり則、子界J;i..込てはノi、額必訟に!主jす

引 I責務訪す!と狂併発!ft(，ニついて、優れん伺いをもっ研宅がある(住井富.T:fiJ 

樗注35、87 ~1 ，1 貝 L グ)(づ|究は、 1078it= 7トん7C¥iC，it=まで引、府培紛争を含め

たいくコかの初l'l{~tí!~の訴訟利用ァ タと (~DP 変化との l人]連性にツい、苦読

したらのである l よ出 C(土、債務紛争につい ζ1'"/岩手年京件土料iI-ミ契約支件の1白一

般的ι百とは、経流活動であ"、凶jó~ 資六ぴ7流J.1i1である、それ咋之、千十台(ij 

符 i/'r~主以;立、債務し託手折契約の ~11:~1'~半の変化に、比較的直採点字キをうえていゐ l

という桔請を寸主主c，てν、る (!OJ上、幻自)， 

-1" 当該 iJ、 ~J1:'\.:-':ま 1993年 j長会理 l~ 7~二三t;-1ì:1下i牛の λ ち、訴訟の請求領つえoノj)L 
以 r の件数が、.z:凶手れた~民オFl' iヰの43% ふも寸めておけ、その剖 FTが告ら

に六l慌に 1昇守るf宮前:も 'J' れーいるという l花畳「解~'}: I J、結銭債料治;jtr/~食試」

人民可t人山4年J()矧4:;頁1"それをうけ1、J人取有党委汽会[有委jが、雪号、

γ カ:不や外凶の任以を干乙人 199:3イ1-，(ニ、|小関鈴i育法定)の橋忠をJJ九11¥しだ (!ri!
~ì 。干の役、広え古~:':~秘人民 i1、院は、広州、深 1):1 と油出 r;-~級人民jJ、院がバ!管

するl又クラスの法民4i差以L試蛾IrJにJAJJ-Jするよう 「百式市 1()'1 J~ノた な

お、~/~，.;歪絞平手法CffJ が受辺する~{': ~':: (手、管轄 i)~ に発ぺ L ，、l(Iん冗以 F の、

'f"Xが問Uかつ権利義務関係が明確であり、争v、虫、;ま[まない、ぃ ;f'}，:.，u)当'Ji-:;で
も期日に法院に出II長できる見事 経符ヰヰイ?を v寸「また、;;1-埋し丈吊什;z
月てす(;審せねばならず、最長ごも う月ャ走行去てはな lろない 0;;1卜l

7 肯島市了打r有 lパノ\.l(it::jL編 r~_:)(-:'-I1H 談話判 l 作材料陣編内部資料、 2的1年j

27頁以「っそのf了景どは、 19的 出州)午前4 まで、 IJ南青人只、症がそifl'Lt
又事紛手事刊数は日行犯1'1でおり、そのう ι、必IJ;~主的活求E，c が~) J]' ';rr~以!の予

1'1' 1土 4りきっ%、さらに、そのう色、 3~)% (?)長行は、単純な全銭和1寸請求である [R
長渉及金銭給付山J位惟佐治l'件l f2;こhr:}(コ小組'11.件r川、JilJ分は、宗主が明
。jかっ格刊誌務;lI係泊 l時l'在であり、平いがさほどない筒竿な民事事件とある、

争当事者ははほ訴誌を和市ずるを男ぞがもし I自然人であ"、守二産土ド代理人;な

るヶ スは怯めて告な vミ(恰敏「ノj、額P;9易索刊ィバリ足 公止 ~'I効率的新実践 J

人夫8JÚ~:2C凶::+ 1国j泊上司ついこ ;{Lをrわ十て、市i+flぇ人民μ、院が広告にた小積栽
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る論文7J't'えま~公表されたカL:、小償訴Ðr~; 、主 1'1 午J ン/ペルしつ嗣度とし -Cl~11ケ

とはL 点、裁三，完治に討しミて、小組訴争処坪ιワ市z
f上が君、認され。ようにな :J 、多くの民事事件を I~~f 砧「絞~，:適応さセ、審理ずる

よう t 企うと いう 4 七倍秘紛争をはじめ、詰'l::'~.RプJ行、在:"C ある tif!+はほぼ開

討「軒こによって審理さオしるようにな ιたのである「当/;}そとがら、小傾であれば、

簡易手続で0L~珂するという辻、 [;-fC(/) H I，i> :包まざまな問2さがウ在しと ν ることが

否定できない LかL、口、院が用立しIこのよみな i::1辿な紛予処埋子.:j'.jt~j: ， 

主れるには日らな治、った

判ジ〉干存在汁皐;手、、宇な i見事干弓'1日jに起きた、島平事実が閉じ、持flj義務関係

が司確か J争い7)れまとんどなし 1 訴訟日均金'0"tu-.;j万冗(のι;一、 lOTj元まず
01 ，~上げたj 以プヨの事1'11:設定した しかし、石山が債権を証羽できる古川1を

訓抱こして4支出c，~な u\ ま 7二、被 f!?のH;Ht九Iln'~、明ずある[品f7 にほi号埋し公

l ")小飴九:判ずは、財 ζ;γト、 rJJ~lf県令、戦権 l よる吉岡枠をもわな" (I'IJと、

tJu自ノ，10 なお、ノト領i&fJが導入， ，1だ九;ご、会理した1313:'tのうえ、 12A7fTが
結審Lん |ド|の期日で審珂を終えヰ'iJi~が言い浅さ九九"刊が、 9U 出1-1 1--eあっ
た 街易、 is茂、効宝刊が高いという内につLミ亡、小問訴訟は当事Jすかりぱlい
詐汎ど託けたという([0'Jト、礼子[)c

4:~ たとえば、花愉，前ザ'I;::;'::-) :i、 141-1S:-H司、さ;にヰ =lFJ峯勇 :M初得l予，j 民寸1糾

~?j的損型Jじ前決J ;):}::，ω1 ，+ム期SCi----75-.8、な〆

，1:'; 主主層j):rstにおいに tb易手続い上 Jι jVJ)rr.されゐポi'I':之、全休の只つ%以!

も占めアいるとし寸 iI宮部材繁簡うh~:'与ぞ?序保障 I i'さγ併守2003イ;-1沼50一
日記}。また、 lB;.tiによって、そ悲した事件グ)日%尋問易手続で応型したこ F

J二もある{木武FiIZお只事簡易持序よ豆雨 中外法子2003年 1照56民 1ゃなお、

この主う l、u、況が民事的!J11←処J'n-る授、人j く簡易 f悦を1宅')c;につになっ P
もう!つのき 2かけは、最高人民法院がlDD0年;こ、「公正ど効率Jをλロ ガ

シとして発表した I人対法山五年己主単純受長l司人民法院公淑19!JD{ベ(iftJ118:. 

190頁}二あると県われる j ヲなわち、 l制要J19$におい Lは、:;1， jjとJJl"i'

刊誌，JJlP可において、できるだけ話局干R，Jeを程!+Ilて事件ヰ詳述する」というiii
不が(1-11さ札ていω乙

刊た L ぇ ìf、館易手続Cう)邑肝純国を[ムげた Jþ~; 台、当手f1名門手続的'f~医が問題

になると寸る批判:， liiI部川町前列t 口、 ~JO-G.3tn ヘコ、裁判明が早訴に審 I':J 任

投(社、広ごとに、年賀謡到するJドμ、件数がすこめており、その達成するべきょ訟

件数は、界判fl，主とい与j を完成 jるため、訪問!T殺の追巴徒刑お拡大させ、

地 jゴによコて了ム~:'~日治の日I 梢を 50\)万 Tê前後ま rJ之たされ Cいる渇合もあ h、
簡易手続の填}心は怯めてi日吉ししているとする北川もある 市武生‘ HIT掲a，13、
fJ'!明いまた、小沼訴訟についじは、以下のようなu汗 I 勺あるハ \nf-~!方;こょっ

~'!04J 
。
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小額な会決1-0'権ー i責務i下;Yfl を抱える~*告にと J て、聡J.J 的な漂択技となず

いるに近νふなL¥ 

紛中当事首:"~ ::、て:二、法院に行けば、 ;ßJ~かっJJrた とき。品当主力得られる

のくあれば、わさわさ法117効力炉明経どない祝行中'Lの人民調停を利用する立

要性もうに←ろう 筒:rXlvY'fl-(，こついて、裁刊が枯私的に引用されるよれ」在<， 7-'

五11.1は、こ与しと 火によれiムヤjが利rh包れヤすくなったことむあるでlニなL

市，¥'unU'j'cきふ。

:4 相続紛争
有税紛争cつ処J:;t一二;止、令体力説lれと jlt(--~Jr品:よ!)も調T与へ、 とL、うり;況むあ

{) 二れは前十卜更↑立主ごあ，;.)()

中回の十円帝王法hこは うの作tえがあるといわ札口ゐゐ、すなわι、17持続が"二
請のiJ，読と需棲に結びつ員、 立 i辛~， :;:l八十誌に対寸る t]t邸付 oc に子の九li泡カ t又め

i，，::::♂相続?j..通とて遺産の!c，!IJ十"φいる告の牛活をi恥降するとがめだ去れ

ヨ:定型均、機械的な込習う5イ日:p之をもよ F、!tいido処分幻自由を認め

ていゐ，L-， よつて、桔i絞涜Lてづ〉いて平い刀か、あ4る》干場号F台干、告被L沿絞

られる

¥. "(' /.;) 

宇1活l古〈川4状犬が4況兄などを街徹r;:IJ氏11的「防Jに4叫j斗干;l-J悦1υ!、l町円E確在:に二する Lご苧とが必嬰とな〆勺， 1，し 4φ グの)よ

与な紛字fはよ J及ム￥汁1れi 古な引まず仁、{パJ毛渋相続 i占玉の人|ドωl斗lJ~民4係をよ〈把t出恒 v ごいる

地y兄じの人民荊千作宇4縫1世巨断布紘主ωカが玄吋f伴与，t2~ ，~する号、汗ごあろう{ また、 社i続いおける紛争処珂

l"[，士、山;)lて-，けゐよじも、関係長 I~J ( 等には院係J1を三りまく人々 Jの利t羽

j査が要求主 iL ，紛与か恨本~j0 ~解決するに!よ、当下 fずの I IT.~主」 ψ引去出す方

法がヰィ効ーとあゥうれ しJ 七がって、 人 I!~J期係 O){:争促を注意とす。人l-(~司特(ニもっ

1: "J品切合手続であり、人々 i好まれ、 j翠引きれてい;Zl('; 1..'" (:思われる

口仁 人民詩停とえf'lの利j七%、ノじが巧役1':':)~と変化合λ せた四つの紛争熱射を

てやり占が呉とよ，)、統 ・女子した出1;度が存在し会い、 At卒、 lf!l'叉(人民

lこ倹刈なア統の54ifhJIを国求寸るあまり、記去しつ本山がgt刊される「立rei点、ある、

友l寸t:IJ中心ソ手続の絞γ:刊hをド慌の っとし ιuる古宇')方式己主午とx，.!品をし日通
ゐ (J主任b 計iJちげ35、15(1-151主人
l ぷ克下辺鈴木賢古見J革)~~ "日íJt8ì_~EJ ， 171頁ま F¥

安と相続との関係につ v ミて、鈴木賢 IrJ晃代中国相絞;~の原1型」

中r::~)、;おける立
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み L きたむごの '4つの1忘却I にみ~.~~た変化の l区内とし ιl立、.~~、なヘとも以ト 0) ;J 

をおJ珂:うろすなわち、 ~C紛争に士 l する人々 ιワ見方が古オ，J"-) む J たとえば、

持w::紛 ']'1のように、「説婚はが幸/，:'Jかム「ィ、幸な姶白日以下々、l終止シr-8~打つ
べき Jへ〉金化Lfこ う〉杓~fÍ^:?)'g{'が'北1tした たトえ(工、 i土と・冠二 J手紛争 l 現

れたように、人1:需:;t)J{1司いゆえに'1じる lもめごこ J 子、 j記芹柿誌、行政に

よる日i';;，f!.可などへとその賞が変化!た。、力武t')H々が手り"，やすくなっ七 たと

えば、ノl、街抗手J.>\CJf~~ 易子;允\の試みな庁、双半1)市民 7~f~手:11hj きれ、、~~ ~音;:. ，t_ _"" 

ょう l、実体法の以界f二芯以L、規疋円

f :方に;， ':)いわば支'P!にと主じまない紛争(土問骨三史君主される二とがな子まれ

た、有::#1'話係のような f相続関係もそれにあたる)枠利義務のh予定だ

げでは、紛争の処JEにならない、いわは人需用係の修復が必要，::-<1ーノム桁ノjlでは

て手IJ端しやすくなっf

2hη 

4:JL31、民調停がiï~:ii~利/弔されている

5， '1、 f苦
本辛でli 、八l\;~何千~ è;'~半:)の事L巾:アコ クから、 人民;同作およびi又宇~t't:;;r討つ禾:)

制がど λ交!tしたのか、 I出IT#:UI衰の役古i:"!Tfi0)変事をみてきたー;j¥iJ'ノ部門tごとに

午';'1 1 の沼化のι 方が異なるが、 ~1~!~(fÇ; と Lては 人 ~r制作小ム裁京へとい') f:主

内が不 C'れている ぷの中て、吉;、2げリから人1"内山ヘノ Uふうi計午そ日.:l.o:もあ打、

を{仁は 訴では主いことが分かつに、

また、訴訟内でも云院前停から判決へといろ叫象か起きてし ιる。斗事名古、

))1川町lな判決を:ktO (支 [.jし寸し/】、粉与の決着の I，jけ方につい、当ア!?キの立誠

子連 fこしたと可すし!工、人尚 ~，:M ~，宇こよけUv)選討においても、 H憾の意議変化が起

.:j()もちノ、山、このら/;Jj)民間はそれぞれの紛争につ"'亡のみの特徴ではなく、

梓 !j日司王司るも7)でお4と思われる まえ:、及mーなとまないお午は説恰へこ
いうのも、相;先，j;;J'今年や作品;巳司係 -fr0}/j-トに止まら f、それZ れの紛争};.E[~与の1['でも

見られると l品われる η 中匝';::':土、いま-}<~人治社会 l や「人 I~J刻係浩司 0~ ど

われてしとょっに l苗藤明利 ，] '1']0)人計↑会 l 山本経i斉新|町村 21)(J{1) 、

八々の簡はMらかの「人的つながり l が ~:n止され また、ぞれに"'てネL，告が
苅治さhlIiカ，，'ているコその式的、 lヰでは判決，'よる権利義務ぴ〉汗主かもって

!存伏できる紛ノJ'類型でも、中間では、ろまく w、かないJ渇合があむのこJしも、人

:己認亭の1']数与批減しながりも、なお手IJ足さ札てtゐゐ一つの出巾で志るかもし

れないご
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きていると与えられる。すなわち、お~J"'[I 当事者の意識が、人民利停よりも裁判

で紛争の決着をつけるのをよしとする方l'リに変化したものと推測できる〉

[207] 北法;)7(2'278)7川




